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白
鷹
町
ま
ち
づ
く
り
助
成
事
業

　

地
域
や
集
落
ま
た
は
町
民
の
自
主
的
な

団
体
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
団
体
が
、
地
域

の
活
性
化
や
暮
ら
し
の
豊
か
さ
を
高
め

る
住
み
良
い
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
自
主
的
で
計
画
的
な
活
動
や
若
者

達
が
実
施
す
る
ふ
る
さ
と
の
良
さ
を
再
確

認
す
る
機
会
と
な
る
同
世
代
の
交
流
会
等

を
応
援
す
る
事
業
で
す
。
助
成
総
額
は

２
０
０
万
円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
応
援
し
ま
す
！

　

ま
ち
や
地
域
が
元
気
に
な
る
事
業
、
ま

た
今
後
の
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で

の
計
画
づ
く
り
に
取
り
組
む
予
定
が
あ

り
、
助
成
を
希
望
す
る
皆
さ
ん
は
ぜ
ひ
ご

応
募
く
だ
さ
い
。
ま
た
、「
こ
ん
な
事
業

を
考
え
て
い
る
の
だ
が
…
」
と
お
考
え
の

皆
さ
ん
も
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
助
成
対
象
団
体
の
選
考
は
先
着

順
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
承
知
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
計
画
的
な
事
業
の
実
施
を

お
願
い
し
ま
す
。

助
成
の
対
象
と
な
る
事
業

①
地
域
づ
く
り
事
業

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
等
の
整
備
、
地
域

　

特
性
を
活
か
し
た
施
設
等
の
整
備
、
地

　

域
の
景
観
形
成
、
調
査
研
究
な
ど

②
生
涯
学
習
事
業

　

講
演
会
、
講
習
会
、
研
修
会
の
開
催
、

　

芸
術
文
化
活
動
な
ど

③
歴
史
・
文
化
事
業

　

歴
史
文
化
の
保
存
伝
承
、郷
土
史
発
刊
、

　

郷
土
料
理
の
伝
承
な
ど

④
イ
ベ
ン
ト
・
交
流
拡
大
事
業

　

大
会
、
ま
つ
り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
都

　

市
交
流
な
ど

⑤
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
立
ち

　

上
げ
、
特
産
物
の
開
発
な
ど

⑥
環
境
保
全
・
地
球
温
暖
化
対
策
事
業

　

ご
み
減
量
化
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り

　

組
み
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
、
ビ

　

オ
ト
ー
プ
整
備
、
水
質
浄
化
活
動
な
ど

⑦
ま
ち
づ
く
り
団
体
直
営
事
業

　

ま
ち
づ
く
り
団
体
の
構
成
員
が
協
力
し

　

て
公
園
等
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
等
の

白
鷹
町

ま
ち
づ
く
り
助
成
事
業

　

―
平
成
29
年
度
に
助
成
を
希
望
す
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
―

下
山
区
瓢ひ

ょ
う
た
ん箪

堤
修
復
事
業
（
地
域
づ
く
り
事
業
）

■
申
請
団
体　

下
山
区　

区
長　

安
部　

昭

■
認
定
事
業
費　

１
０
０
万
７
２
７
５
円

■
助
成
金　

50
万
円

　

豪
雨
災
害
に
よ
り
瓢
箪
堤
に
堆
積
し
た
土
砂
を
排
除
し
、
ボ
ー

ト
乗
り
場
や
釣
り
場
を
設
置
し
、
地
元
の
親
水
空
間
と
し
て
利
用

で
き
る
よ
う
に
整
備
し
ま
し
た
。

芳
賀
秀
次
郎
賞
事
業
（
生
涯
学
習
事
業
）

■
申
請
団
体　

芳
賀
秀
次
郎
賞
実
行
委
員
会　

代
表　

丸
川
正
晃

■
認
定
事
業
費　

29
万
５
９
４
３
円　

■
助
成
金　

14
万
７
０
０
０
円

　

平
成
27
年
度
開
催
し
た
「
芳
賀
秀
次
郎
生
誕
１
０
０
年
記
念
事

業
」
で
表
彰
さ
れ
た
詩
作
品
の
優
秀
作
品
集
を
「
芳
賀
秀
次
郎
賞

受
賞
作
品
集
」
と
し
て
刊
行
し
ま
し
た
。
平
成
28
年
度
は
町
内
の

小
・
中
学
校
生
及
び
荒
砥
高
校
生
か
ら
詩
作
品
を
募
集
し
、「
第

２
回
芳
賀
秀
次
郎
賞
受
賞
作
品
集
」
と
し
て
優
秀
作
品
集
の
刊
行

を
行
い
ま
し
た
。（
設
置
場
所
…
図
書
館
、各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
）

　
北
部
一
丁
内
番
神
様
公
園
整
備
事
業

（
地
域
づ
く
り
事
業
、
ま
ち
づ
く
り
団
体
直
営
事
業
）

■
申
請
団
体　

北
部
一
町
内　

町
内
長　

菅
原
昇
一

■
認
定
事
業
費　

43
万
４
５
５
６
円　

■
助
成
金　

22
万
７
０
０
０
円

　

豪
雨
災
害
で
破
壊
さ
れ
、
復
旧
さ
れ
た
番
神
様
の
神
社
周
辺
に

地
区
民
の
手
で
樹
木
を
植
樹
し
、
ベ
ン
チ
を
設
置
し
ま
し
た
。
お

年
寄
り
や
子
ど
も
た
ち
が
容
易
に
行
き
来
が
で
き
る
よ
う
に
石
段

に
手
摺
を
設
け
、
地
区
民
の
憩
い
の
場
の
公
園
と
な
る
よ
う
整
備

し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
は
、
地
域
や
集
落
ま
た
は
町
民
の
自
主
的
な
団
体
が
自
分

た
ち
の
手
で
行
っ
た
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
事
業
に
対
し
、
そ
の
事
業
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
し
た
。

実績
報告

「まちづくり助成事業」は皆さんが主体となって行う事業を応援します。 【問い合わせ】企画政策課コミュニティ推進係　☎ 87-0830
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維
持
管
理
作
業
等
を
直
接
行
う
際
に
必

　

要
な
原
材
料
費
等
の
支
給
を
行
う
も
の

⑧
同
窓
会
事
業

　

満
39
歳
以
下
の
学
年
等
の
単
位
で
町
内

　

に
て
開
催
さ
れ
る
同
窓
会
で
、
出
席
予

　

定
者
が
20
人
以
上
う
ち
３
割
以
上
が
町

　

外
居
住
で
、
成
人
式
と
別
日
で
開
催
の

　

も
の

⑨
そ
の
他
、
町
長
が
必
要
と
認
め
た
事
業

手
続
き
の
方
法

⑴
申
請

　
　

事
業
の
助
成
を
希
望
す
る
団
体
は
、

　

ま
ず
「
協
議
書
」
を
町
長
に
提
出
し
ま

　

す
。
事
業
の
計
画
性
を
高
め
る
た
め
、

　

協
議
書
の
受
付
は
原
則
と
し
て
「
毎
月

　

第
１
月
曜
日
ま
で
」
と
し
ま
す
。

⑵
助
成
額

　
　

①
～
⑥
、
⑨
は
10
万
円
以
上
の
事
業

　

で
、
事
業
費
の
50
％
以
内
の
額
と
し
ま

　

す
。
た
だ
し
、
助
成
限
度
額
は
50
万
円

　

で
す
。

　
　

⑦
は
原
材
料
費
等
の
80
％
以
内
の

　

額
で
、
限
度
額
は
10
万
円
と
し
ま
す
。

　

な
お
、
①
～
⑥
、
⑨
の
中
に
一
部
⑦
の

　

内
容
が
複
合
し
て
い
る
よ
う
な
と
き

　

は
、
⑦
の
費
用
に
関
し
て
80
％
の
額
を

　

助
成
し
ま
す
。
た
だ
し
、
限
度
額
は

　

50
万
円
で
す
。

　
　

⑧
は
、
参
加
者
一
人
に
つ
き
２
千
円

　

を
助
成
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、

　

助
成
金
の
交
付
限
度
額
は
20
万
円
と
し

　

ま
す
。

　
　

⑧
は
、
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
の
貸
切
列

　

車
を
利
用
し
て
行
う
場
合
は
、
１
両
に

　

つ
き
３
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

　
　

⑧
は
、
30
歳
の
節
目
の
年
に
実
施
す

　

る
場
合
は
３
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

⑶
助
成
金
の
交
付
決
定

　

提
出
い
た
だ
い
た
協
議
書
を
も
と
に
、

　

役
場
内
に
設
置
す
る
「
白
鷹
町
ま
ち
づ

　

く
り
助
成
事
業
選
定
委
員
会
」
で
審
査

　

し
、　

最
終
的
に
町
長
が
決
定
し
ま
す
。

　若者達が実施するふるさとの良さ
を再確認する機会となる同世代の交
流会等の開催を応援する事業です。
●助成対象の条件
①同学年や同じクラス、部活動を単
　位とした同窓会
②満 39歳以下の学年の同窓会
③出席予定者が20人以上で、うち３
　割以上が町外に居住しているもの
④成人式と同日に開催しないもの
⑤白鷹町内で開催されるもの
●助成額の基本額
　参加者１人につき 2,000 円を助
　成します。ただし、助成金の交付
　限度額は 20万円です。
●助成額の特別枠
①フラワー長井線を利用して実施す
　る同窓会事業には、３万円を助成
　します。
②成人式から 10年が経過し、自覚
　と責任を持った本当の意味での大
　人となった「30 歳の節目」を記
　念して実施する同級会事業には、
　３万円を助成します。
　対象となる同級生は、昭和 61年
　４月２日～昭和 62年４月１日ま
　でに生まれた者、または昭和 62
　年４月２日～昭和 63年４月１日
　に生まれた者とし、助成は１回限
　りとします。
※①②を合わせて実施した場合はそ
　れぞれ対象となりますが、「貸切
　列車利用促進事業」の助成を受け
　る場合は、①は対象外となります。
●申請方法・手続
　代表の方は、事前協議書、事業計
　画書、収支予算書、案内文書等の
　コピー、出席予定者名簿を提出し
　てください。その後、交付申請を
　していただきます。事業が終わり
　ましたら、実績報告書、決算書、
　同窓会集合写真、請求書の提出と
　なります。
　

　このほか、地域活性化・大欅 PR看板設置事業、浅立ふれあい広場遊具改修事
業、町下地区第50回盆踊り大会・第20回花火大会記念事業の助成を行いました。
詳細は、平成28年度「広報しらたか」11月14日号をご覧ください。

浅
立
地
区
学
校
図
面
復
活
事
業

（
歴
史
文
化
事
業
）

■
申
請
団
体　

浅
立
区　

区
長　

高
橋
弘
夫

■
認
定
事
業
費　

17
万
３
４
４
８
円　

■
助
成
金　

８
万
６
０
０
０
円

　

明
治
時
代
に
作
成
さ
れ
た
「
浅
立
尋
常
高
等

小
学
校
」
の
図
面
の
修
復
を
行
い
ま
し
た
。
地

区
の
教
育
の
中
心
と
な
っ
た
校
舎
の
貴
重
な
図

面
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

白
鷹
西
中
学
校
平
成
18
年
度
卒
同
窓
会

（
同
窓
会
事
業
）

■
開
催
日　

平
成
29
年
１
月
２
日

■
開
催
場
所　

あ
ゆ
茶
屋

■
出
席
者
数　

37
人

■
認
定
事
業
費　

27
万
７
０
０
円　

■
助
成
金　

３
万
７
０
０
０
円

　
平
成
９
年
度
卒
同
旧
白
鷹
東
中
３

－

４
同
級
会

（
同
窓
会
事
業
）

■
開
催
日　

平
成
29
年
１
月
２
日

■
開
催
場
所　

パ
レ
ス
松
風

■
出
席
者
数　

18
人

■
認
定
事
業
費　

６
万
８
０
０
０
円　

■
助
成
金　

１
万
８
０
０
０
円

「まちづくり助成事業」は皆さんが主体となって行う事業を応援します。

「同窓会助成事業」
を拡充しました！

平成９年度卒同級白鷹東中 3-4 同級会
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●
御
用
聞
き
事
業

　

蚕
桑
地
区
の
高
齢
者
の
方
に
限
定

し
、
御
用
聞
き
（
宅
配
）
事
業
を
開

始
し
ま
す
。
会
員
制
で
す
の
で
、
ご

希
望
の
方
は
申
し
込
み
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
取
り
扱
う
商
品
は
、
食
料

品
を
中
心
に
カ
タ
ロ
グ
の
中
か
ら
ご

希
望
の
商
品
を
ご
注
文
い
た
だ
け
ま

す
。

　

な
お
、
配
達
の
日
時
指
定
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
は
問
い
合
わ
せ
先
へ
ご

　

連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

⑴
65
歳
以
上
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い   

　

る
世
帯
の
方

⑵
運
転
が
で
き
な
い
、
ま
た
は
自
信

　

が
な
い
方

⑶
注
文
や
会
計
な
ど
、
身
の
回
り
の

　

こ
と
が
で
き
る
方

▼
御
用
聞
き
の
流
れ

①
週
１
回
皆
さ
ん
の
自
宅
を
訪
問
し
、

　

食
料
品
な
ど
の
注
文
を
伺
い
ま
す
。

②
注
文
は
カ
タ
ロ
グ
の
中
か
ら
お
選

　

び
い
た
だ
き
ま
す
。

③
注
文
の
商
品
を
翌
週
お
届
け
し
、

　

そ
の
際
に
次
回
の
注
文
を
お
伺
い

　

し
ま
す
。

④
商
品
は
お
届
け
の
と
き
に
現
金
で

　

ご
精
算
く
だ
さ
い
。

▼
事
業
実
施
者　

え
ん
ど
う
商
店

　

蚕
桑
地
区
の
商
店
で
あ
り
、
本
事

業
の
趣
旨
に
も
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

事
業
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
協
力
商
店
と
し
て
協
同
組

合
ゆ
ー
し
ー
る
加
盟
店
に
ご
協
力
を

い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▼
事
業
開
始
日　

５
月
26
日（
金
）～

●
買
い
物
ポ
イ
ン
ト

　
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

買
い
物
な
ど
の
移
動
手
段
と
し
て
、

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
ご
利
用
い
た

だ
い
て
い
る
方
へ
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

を
発
行
し
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

満
点
で
、
町
内
（
ゆ
ー
し
ー
る
加
盟

店
）
の
お
店
で
５
０
０
円
分
の
買
い

物
が
で
き
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
は
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
車
内
に
備
え
て
い
ま
す
。
ご

利
用
の
際
は
運
転
手
ま
で
お
声
掛
け

く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者　

町
内
に
居
住
し
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
全
て
の
方

▼
利
用
い
た
だ
け
る
商
店

協
同
組
合
ゆ
ー
し
ー
る
加
盟
店

▼
事
業
開
始
日　

５
月
22
日（
月
）～

●
移
動
販
売
支
援
事
業

　

買
い
物
が
困
難
な
地
域
（
町
内
）

で
、
移
動
販
売
を
実
施
し
て
い
る
事

業
者
を
支
援
し
ま
す
。
事
業
者
は
町

に
対
し
て
申
請
が
必
要
で
す
。
お
問

い
合
わ
せ
の
う
え
申
請
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
締
切　

５
月
26
日（
金
）ま
で

　

※
実
証
実
験
の
た
め
、
平
成
29

　
　

年
度
で
事
業
が
終
了
ま
た
は

　
　

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

☎
87

－

０
６
９
６

買
い
物
支
援
の
実
証
実
験
が
始
ま
り
ま
す
。

《
オ
モ
テ
》

《
ウ
ラ
》

利用者
病院や商店など

商 店

500円分の買い物

満点カード

ポイント押印

見守り・安否確認

利用者

えんどう

商店

協
力
商
店

商品を提供宅配 注文

注文 宅配

利用者

《御用聞きの流れ》

《買い物ポイントサービス事業の流れ》
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平成 30年度採用
白鷹町職員募集

●試験内容
【第１次試験】

▽上級行政職　教養試験（大学卒業程度）・事務適正検査・

　一般性格診断検査・作文試験

▽上級専門職（土木）　教養試験（大学卒業程度）・専門試

　験（土木）・一般性格診断検査・作文試験

▽保健師　教養試験（高校卒業程度）・専門試験（保健師）・

　一般性格診断検査・作文試験

【第２次試験】　面接試験　

●提出書類
①白鷹町職員採用試験申込書及び住民票抄本（本籍または

　国籍記載のもの）

②写真（３カ月以内に撮影したもので、タテ４cm×ヨコ

　３cm、無帽、上半身、正面

●募集要項・受験申込書の配布
　募集要項及び受験申込書の入手方法は次のとおりです。

①白鷹町役場で受け取る場合

　役場２階総務課において平日午前８時 30分から午後５

　時 15分までの時間に交付します。

②郵便で請求する場合

　120円切手を貼り宛先を明記した返信用封筒（角型２号）

　を同封のうえ、「白鷹町職員採用試験申込用紙請求」と

　朱書きして総務課総務係まで送付してください。

③ホームページからダウンロードする場合

　町のホームページ（http://www.town.shirataka.lg.jp/）

　から入手してください。

※ホーム→仕事・産業→職員・臨時職員採用のページに掲

　載しています。

【応募先・問い合わせ】
〒 992-0892 白鷹町大字荒砥甲 833 番地　

総務課総務係　☎ 85-6120

募 集 職 種 採用予定人員 受　験　資　格

上級行政職

〔大学卒業程度〕
若干名

次のいずれかに該当する方

①昭和63年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた方

②平成８年４月２日以降に生まれた方で、学校教育法による大学（短期大学を

　除く）及びこれと同等と認められる学校を卒業した方、または平成30年３月

　までに卒業見込みの方

上級専門職（土木）

〔大学卒業程度〕
１名 昭和63年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた方

保健師 １名
昭和63年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた方で、保健師の資格を

有する方、または平成30年３月までに当該資格を取得する見込みの方

　主に森林整備と鳥獣対策を担当

しています。それぞれに業務内容

が幅広く、知識が必要とされます

が、白鷹町の森林・

林業の再生に貢献で

きるようにがんばっ

ています。

健康福祉課

保健師 大竹　恵

（Ｈ26年度採用）

　町民の皆さんの重要な社会基盤

となる道路や、上下水道等の整備

を行っています。白鷹町で生活す

る皆さんの声をお

聞きし、より住み

よい町づくりに努

めています。

　あかちゃんから高齢者の方ま

で、幅広い世代の方と関わる仕事

をしています。「ありがとう」と

いう言葉をいただいた

り、町民の方の笑顔

に会えることでやり

がいも大きいです。

建設水道課

技師 菅　雅仁

（Ｈ26年度採用）

農林課

主事 後藤尚道

（Ｈ24年度採用）

　　　　　　   ６月25日（日）
　　　　　　　白鷹町健康福祉センター
※第２次試験は８月上旬予定

《受験申込受付期間》

５月15日（月）～６月９日（金）
※郵送の場合は６月９日（金）必着

第１次試験

するまちづくり、始めませんか？ワクワク●5　　 広報しらたか　2017.5.16



まちのニュース

　

４
月
３
日
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
委
嘱
状
交
付
式
が
町
長

室
で
行
わ
れ
、
す
で
に
隊
員
と

し
て
町
内
で
活
動
中
の
石
井
紀

子
さ
ん
、
遠
藤
真
弓
さ
ん
、
小

野
寺
太
樹
さ
ん
、茅
野
唯
さ
ん
、

澤
邊
聖
さ
ん
に
加
え
、
今
年
度

新
た
に
加
入
し
た
菅
野
裕
子
さ

ん
に
佐
藤
町
長
よ
り
委
嘱
状
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
６
人
目
の
協
力
隊
と

な
っ
た
菅
野
さ
ん
は
、
宮
城
県

の
塩
竃
市
出
身
。
以
前
ま
で
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
勤

  

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
６
人
に

  
新
た
に
菅
野
裕
子
さ
ん
が
着
任

務
し
て
お
り
、
今
後
は
鮎
貝
地

区
を
中
心
に
、
農
家
民
宿
「
の

ど
か
村
」
の
活
性
化
や
周
辺

施
設
と
連
携
し
た
観
光
振
興
を

テ
ー
マ
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
石
井
さ
ん

と
遠
藤
さ
ん
は
蚕
桑
地
区
、
小

野
寺
さ
ん
と
茅
野
さ
ん
は
鷹
山

地
区
、
澤
邊
さ
ん
は
町
観
光
協

会
を
拠
点
に
、
町
民
の
皆
さ
ん

と
協
力
し
な
が
ら
町
お
こ
し
を

し
て
い
き
ま
す
。

①
新
年
度
を
迎
え
「
新
た
な
気

持
ち
で
が
ん
ば
る
」
と
意
気
込

む
６
人
　
②
一
人
ず
つ
佐
藤
町

長
か
ら
委
嘱
状
を
受
け
取
っ
た

❶

❷

伸
び
伸
び
と
熱
い
プ
レ
ー
を
―
―

町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
・
野
球
場
が
竣
工

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
（
ｔ
ｏ

ｔ
ｏ
）
の
助
成
を
受
け
て
整
備

を
進
め
て
い
た
、
町
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
場
・
野
球
場
の
竣
工
式

が
４
月
23
日
に
同
所
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

改
修
工
事
が
行
わ
れ
た
の

は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
２
面
と

野
球
場
１
面
。
老
朽
化
及
び
今

夏
に
開
催
さ
れ
る
南
東
北
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
に
向
け
、
グ
ラ
ン
ド

の
土
の
入
れ
替
え
や
、
得
点
板

や
ベ
ン
チ
の
更
新
、フ
ェ
ン
ス
・

JA
山
形
お
き
た
ま
農
政
対
策
白
鷹
地
区
本
部

に
よ
る
ア
ル
ミ
製
弁
当
箱
贈
呈
式

　

４
月
５
日
、
JA
山
形
お
き
た

ま
農
政
対
策
白
鷹
地
区
本
部

（
大
滝
権
一
本
部
長
）
に
よ
る

ア
ル
ミ
製
弁
当
箱
贈
呈
式
が
町

長
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
「
こ
れ
か
ら
の
白
鷹

町
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
お
い

し
い
お
米
を
た
く
さ
ん
食
べ
て

も
ら
い
た
い
」
と
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
、
今
回
は
町
立

小
学
校
新
入
生
１
１
０
名
分
の

弁
当
箱
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

な
お
、
弁
当
箱
は
、
入
学
式

の
日
に
新
入
生
の
皆
さ
ん
に
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

ネ
ッ
ト
の
張
り
替
え
な
ど
が
行

わ
れ
、
存
分
に
プ
レ
ー
で
き
る

環
境
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
、
関
係
者
な
ど
約
25

人
が
出
席
。
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

に
引
き
続
き
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
場
で
は
宮
城
県
岩
沼
市
と
白

鷹
町
の
チ
ー
ム
に
よ
る
交
流
試

合
が
、
野
球
場
で
は
町
内
の
各

チ
ー
ム
に
よ
る
対
抗
戦
が
行
わ

れ
、
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
た
球

場
で
伸
び
伸
び
と
プ
レ
ー
し
な

が
ら
完
成
を
祝
し
ま
し
た
。

岩
沼
市
と
の
交
流
試
合
。
平
成
９
年

の
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
か
ら
続
い
て
お

り
、
今
年
で
20
回
目

「子どもたちに大切に使ってほしい」と、渡部経

済支店長が佐藤町長へ目録と弁当箱を手渡した
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氏　名

（出場時の所属）
大　会　名　等

上村　栞凪
（白鷹中１年）

第 47回ジュニアオリンピック陸上競技大会

今　　思乃
（鮎貝小６年）

全国小学生アルペンスキー大会

板垣　翔斐
（南陽高２年）

第 35回全国高等学校男子ソフトボール選抜大会

今　　躍作
（南陽高１年）

第 35回全国高等学校男子ソフトボール選抜大会

橋本　凌央
（南陽高１年）

第 35回全国高等学校男子ソフトボール選抜大会

高田真亜稀
（九里学園高１年）

第 72回国民体育大会冬季大会

ＴＯＷＮ ＮＥＷＳ

森
林
・
林
業
行
政
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
三
浦
直
美
さ
ん

　

４
月
17
日
、
地
域
林
政
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
辞
令
交
付
式
が

町
長
室
で
行
わ
れ
、
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
委
嘱
さ
れ
た
三
浦

直
美
さ
ん
（
元
県
村
山
総
合
支

庁
森
林
整
備
課
長
）
に
佐
藤
町

長
よ
り
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。

　

地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制

度
は
、
市
町
村
に
林
務
行
政
に

通
じ
て
い
る
職
員
が
不
足
し
て

い
る
と
の
背
景
か
ら
整
備
さ
れ

た
も
の
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、

伐
採
や
造
林
等
の
指
導
・
監
督
、

森
林
経
営
計
画
の
認
定
、
民
有

林
に
お
け
る
地
籍
調
査
や
境
界

明
確
化
活
動
の
支
援
な
ど
を
行

い
ま
す
。三
浦
さ
ん
に
は
今
後
、

森
林
・
林
業
に
関
す
る
知
識
・

経
験
を
も
と
に
、
町
の
森
林
整

備
を
進
め
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト

を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

町長より辞令を受ける三浦さん

町
の
防
災
体
制
の
さ
ら
な
る
充
実
を
―
―

新
た
な
消
防
署
白
鷹
分
署
が
完
成

　

昨
春
よ
り
建
設
中
だ
っ
た
西

置
賜
行
政
組
合
消
防
署
白
鷹
分

署
が
完
成
し
、
４
月
14
日
に
竣

工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

旧
分
署
は
、
昭
和
47
年
か
ら

永
年
に
わ
た
り
町
の
防
災
の
中

心
と
し
て
機
能
し
て
き
ま
し
た

が
、
建
物
の
老
朽
化
に
伴
い
こ

の
度
の
新
築
に
至
り
ま
し
た
。

式
に
は
、
町
関
係
者
や
西
置
賜

行
政
組
合
関
係
者
、
設
計
・
施

工
業
者
な
ど
約
50
人
が
出
席
。

庁
舎
概
要
説
明
、
感
謝
状
贈
呈

な
ど
に
続
い
て
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

分
署
棟
は
、
白
鷹
産
材
を
最

大
限
活
用
し
た
木
造
２
階
建

て
。
１
階
に
は
事
務
室
、
出
動

準
備
室
、
食
堂
、
車
庫
、
２
階

に
は
会
議
室
と
仮
眠
室
を
備
え

て
い
る
ほ
か
、
男
女
雇
用
機
会

均
等
法
に
即
し
女
性
消
防
史
員

に
も
対
応
す
る
設
計
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に

お
い
て
優
秀
な
成
績
を
収
め

全
国
大
会
へ
の
出
場
を
果
た

さ
れ
た
方
々
に
、
町
よ
り
激

励
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
第
３
期
分
と

し
て
交
付
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
成
績
優
秀
者
は
左
記
の
６

名
で
す
。

全
国
大
会
出
場
の
栄
光
を
た
た
え
て

平
成
28
年
度
成
績
優
秀
者
激
励
金
交
付

①出動準備室。ここで素早く

出動の準備を整え、現場へ向

かう　②町産材の木材を利用

した分署棟

❶❷
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第62回山形県縦断駅伝競走大会

ピンクの襷（たすき）に思いを込めて

　新緑の山形路 305.4 ㌔を駆け抜ける「第 62回山形
県縦断駅伝競走大会」が４月 27 日～ 29 日の３日間
で開催され、県内 11チームのランナーが地域の思い
のこもった襷（たすき）をつなぎました。
　今大会では、白鷹町から５人の選手が長井西置賜
チームで出走。晴天となった大会２日目の白鷹中継所
では、多くの町民の皆さんや荒砥高校の生徒たちが応
援に駆けつけ、懸命に襷（たすき）をつなぐランナー
に熱い声援を送りました。長井西置賜チームのラン
ナーは、地域の皆さんの応援を力に変えて力走。途中
で首位争いを演じる場面もあり、チームは昨年の８位
から順位を３つ上げる総合５位。５大会ぶりの入賞を
成し遂げました。

　春の交通安全県民運動に合わせた交通安全啓発活動
が４月 12日、セブンイレブン白鷹町荒砥店駐車場で
行われました。
　この日は、白鷹町交通安全対策協議会や白鷹町交通
安全母の会、白鷹町防犯協会などから約 70人が参加。
『やさしい気持ちい～っパイ !! 乗せて…思いやり運
転 !!』をキャッチフレーズに、白鷹町陽光学園で作ら
れたかぼちゃパイを交通安全を呼びかけるチラシなど
とともに配布し、「気をつけて運転してください」と
運転手一人ひとりに交通安全を呼びかけました。

優しい気持ちで思いやり運転！

街頭での交通安全啓発活動を実施

１

１_白鷹中継所を６位で通過した長井西置賜チーム　２_ひが

しね保育園の前では、園児たちが一生懸命声援を送った

２

笑顔で交通安全を呼びかける参加者に、ドライバーの

皆さんも笑顔で応えた

　白鷹町スポーツ少年団合同結団式は４月８日、荒砥
小学校体育館で行われました。
　今年度の団員は 21 団体 438 人。入団者承認にお
いて全団員の入団が承認され、その後それぞれの団に
団旗が授与されました。そして、団員を代表して白鷹
バレースポーツ少年団の布施ななみさんが誓いのこと
ばを宣誓。向田俊一本部長が「活動を通して、強い体
と強い心を養ってください」と述べると、団員たち一
人ひとりが気持ちを新たに今年１年の活躍を誓い合い
ました。

仲間とともに活躍を誓う

白鷹町スポーツ少年団合同結団式

堂々と誓いのことばを述べる布施さん

《白鷹町出走選手》

渡部　功将 選手（山口）

手塚雄一朗 選手（十王）

紺野　　凌 選手（萩野）

紺野　圭汰 選手（萩野）

竹田　裕道 選手（滝野）
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観光に訪れる人の心の安らぎの場に――

佐野原五百羅漢園が開園

　４月 22 日、町内佐野原の最上川河畔に「佐野原
五百羅漢園」が開園しました。
　この羅漢園は、新興開発株式会社（竹田良一代表）
が約３年をかけて整備したもので、園内には 500 体
の石像が一体一体さまざまな表情を浮かべて並んでい
ます。この日、開園に合わせて行われた開眼法要には
町関係者など約 90人が出席し、竹田代表が「訪れる
人の心の安らぎの場となればうれしい」とあいさつ。
町内外から多くの観光客が来場し、その壮大な光景に
圧倒されていました。

　ようやく暖かくなってきた４月中旬、待ちわびた春
が古典桜の里にやってきました。
　４月 14日、白鷹町、長井市、南陽市のそれぞれの
桜の名所を結ぶ「置賜さくら回廊」のオープニングセ
レモニー「花咲けイベント」が、殿入公園で開催され
ました。殿入ザクラはまだつぼみの状態でしたが、ひ
がしね保育園の園児たちが歌や「おどる！シラタカ・
レッド」のダンスで盛り上げ、花咲かじいさんと一緒
に開花を願ってもみ殻をまくと、会場にたくさんの笑
顔の花が咲きました。
　釜の越農村公園では、同日から「釜の越・薬師さく
らまつり」がスタート。4月 16 日と 23 日に、それ
ぞれ「さくらさくらステージ」のパート１とパート２
が開催され、さくらの保育園や荒砥高校吹奏楽部、よ
さこい白鷹櫻鷹會などがダンスや演奏、舞などでまつ
りを盛り上げました。
　４月 22日には、恒例の「高玉芝居」が釜ノ越サク
ラの下で上演されました。先の強風によりステージが
倒壊し、一時は開催も危ぶまれましたが、児玉敏座長
（高栄会）の強い意志と地元有志の皆さんの力でステー
ジを修復。当日は、満員御礼の会場でいつも以上に力
の入った迫真の義理人情劇を演じ、観衆を魅了しまし
た。
　翌４月 23 日には、「～花ウォーク～白鷹古典桜・
さくら回廊そぞろ歩き」が開催され、町内外から約
40 人が参加。蚕桑駅を出発し、古典桜を巡りながら
四季の郷駅までの道のり（約 12km）をゆっくりと歩
きながら、春のひとときを楽しみました。　

古典桜の里に春が到来

サクラ咲いて、笑顔咲く

１_アクシデントを乗り越えて上演された高玉芝居　２_釜の越

農村公園に設置された「べにたかちゃん顔出しパネル」で記念撮

影する姿も多く見られた　３_白鷹町の古典桜の中で“最高齢”

の薬師ザクラ。今年も元気に咲き誇った　４_「置賜さくら回廊」

の幕開けとなった「花咲けイベント」　５_町内の自慢の銘菓を

はじめ、地酒やお漬物、手作り雑貨など、観光客に大好評だった

１

２

３

４

５

晴れ渡る空の下、開園に合わせて行われた開眼法要
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［ グリーン化特例（軽課税率）について ］

　平成28年度中（平成28年４月１日から平成29年３
月31日まで）に最初の新規検査を受けた車両で、次の
基準を満たすものについて、平成29年度分に限り軽
自動車税を軽減する特例措置が適用されます。

【対象車】
（ア）電気自動車、燃料電池自動車、天然ガス自動車　
　（平成21年度排出ガス10％軽減）
（イ）乗用：平成17年度排出ガス基準75％低減達成（★
　　★★★）かつ平成32年度燃費基準＋20％達成車
　　貨物：平成17年度排出ガス基準75％低減達成（★
　　★★★）かつ平成27年度燃費基準＋35％達成車
（ウ）乗用：平成17年度排出ガス基準75％低減達成（★
　　★★★）かつ平成32年度燃費基準達成車
　　貨物：平成17年度排出ガス基準75％低減達成（★
　　★★★）かつ平成27年度燃費基準＋15％達成車
※（イ）（ウ）については、内燃機関の燃料が発揮油（ガ
　ソリン）の軽自動車に限ります。
※燃費基準の達成状況は、自動車検査証の備考欄に記
　載されています。

◎グリーン化特例は、平成30年度、31年度課税分について
　も、課税年度の前年度に最初の新規検査を受けた車両に
　限り適用されます。

◎山形県後期高齢者医療広域連合からのお知らせ ―高齢者医療保険料の軽減特例が変わります―

■ 平成 29 年度の軽自動車税の税額（年額）について

車種区分

税額（年額）

（ア） （イ） （ウ）

おおむね
75％軽減

おおむね
50％軽減

おおむね
25％軽減

軽

自

動

車

三輪 1,000円 2,000円 3,000円

四輪

以上

乗用
営業用 1,800円 3,500円 5,200円

自家用 2,700円 5,400円 8,100円

貨物用
営業用 1,000円 1,900円 2,900円

自家用 1,300円 2,500円 3,800円

車種区分
税額（年額）

（１） （２） （３）

軽

自

動

車

三輪 4,600円 3,100円 3,900円

四輪

以上

乗用
営業用 8,200円 5,500円 6,900円

自家用 12,900円 7,200円 10,800円

貨物用
営業用 4,500円 3,000円 3,800円

自家用 6,000円 4,000円 5,000円

●三輪及び四輪以上の軽自動車の税額

⑴最初の新規検査から13年を経過した車両。（重課税
　率［環境にやさしい「グリーン化」を推進するため、
　環境負荷が他に比べて大きいと考えられる車両に対
　する税率のこと］適用車。）
※平成29年度は、最初の新規検査年月が平成16年３
　月31日以前の車両が重課税率の対象。
⑵平成27年３月までに最初の新規検査を受けた、重
　課税率が適用されない車両。（電気、天然ガス、メタ
　ノール、混合メタノール、ガソリンハイブリットの
　車両及び被けん引車が適用されない車両）
⑶平成27年4月以降に最初の新規検査を受けた車両。

車種区分
平成 29年度

税額（年額）

原動機付自転車

50 ㏄以下 2,000円

50 ㏄超 90 ㏄以下 2,000円

90 ㏄超 125 ㏄以下 2,400円

ミニカー 3,700円

軽二輪車（125 ㏄超 250 ㏄以下） 3,600円

二輪の小型自動車（250㏄超） 6,000円

専ら雪上を走行するもの 3,600円

小型特殊自動車

農耕作業用のもの 2,400円

その他のもの
（フォークリフト等）

5,900円

●原動機付自転車、二輪車、小型特殊自動車の税額

　国では医療保険制度改革の一環として、
平成29年度に低所得者の負担軽減措置
を拡充することになり、白鷹町でも均等
額と平等割額の軽減措置を拡充します。

【問い合わせ】税務出納課町民税係　☎ 85-6132

①５割軽減…軽減となる所得基準額が引き上げとなります。

［現　行］基準額：33万円＋26.5万円×被保険者数

［改正後］基準額：33万円＋27万円×被保険者数

②２割軽減…軽減となる所得基準額が引き上げとなります。

［現　行］基準額：33万円＋48万円×被保険者数

［改正後］基準額：33万円＋49万円×被保険者数

■国民健康保険税５割・２割軽減の対象軽減が拡大されます
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税務出納課からのお知らせ　　　　　　　　　　

　ちください。

②軽自動車税を口座振替される方へ

　軽自動車税を口座振替で納められた方の車検時に必
要な納税証明書は６月中旬に発送します。ただし、発
送までの間に車検を受けられる方には随時発行します。
引き落としの確認時間を短くするため、お手数ですが
引き落としの確認ができる預金通帳を記帳してご持参
のうえ、税務出納課町民税係までおいでください。

③軽自動車税を納付書で納付される方へ

　納付書の右端が、車検時に必要な「軽自動車納税証
明書（継続検査用）」になりますので、車検のある方
は失くさないように注意してください。
　万が一失くされた場合は、役場の税務出納課町民税
係（④番窓口）で再発行できますので、納付が確認で
きるもの（領収書など）をご持参のうえおいでくださ
い。（町で納付の確認ができるまで、納付された場所が
金融機関の場合２～７日程度、コンビニエンスストア
の場合は２～３週間程度かかります。）

①軽自動車税の減免

　障がいのある方で一定の要件に該当する場合は、申
請により軽自動車税の減免を受けることができます。
要件については、税務出納課町民税係にお問い合わせ
ください。
　また、軽自動車税の減免は、毎年申請が必要です。
昨年から引き続き減免を受けられる方も、期間内に再
度申請をしてください。期間内に申請されない場合は、
減免を受けられなくなりますのでご注意ください。
●申請期間　納付書が届いた日～５月31日（水）
　　　　　　※ 納期限まで
●申請場所　税務出納課町民税係（④番窓口）
●申請の際に持参いただくもの
①身体障害者手帳など、障害状態のわかるもの　　　
②免許証　
③軽自動車税の納付書または納税通知書　
④印鑑（認印、シャチハタ不可）
※家族が運転する場合は、運転する方の免許証もお持

■ 軽自動車税の納期限は５月31日（水）です 

■ 平成29年度の所得証明及び課税証明書等の発行開始日

　後期高齢者医療の保険料では、通常の軽減のほかに
国の予算による軽減特例の措置がありますが、世代間
・世代内の負担の公平を図り、負担能力に応じた負担
を求める観点から次のとおり特例部分が見直しとなり
ます。制度の持続性を高めるためご理解とご協力をお
願いします。
○所得割額は、現在の５割軽減が平成29年度に２割

　軽減、平成30年度に軽減なしに変わります。

○制度加入直前にサラリーマンの扶養家族だった方の

　均等割額は、現在の９割軽減から平成29年度に７

◎山形県後期高齢者医療広域連合からのお知らせ ―高齢者医療保険料の軽減特例が変わります―

　割軽減、平成30年度に５割軽減に変わります。

　なお、所得の低い方で通常の均等割額の９割・8.5
　割の軽減対象となる方は、そちらの軽減措置が適用

　されます。

※平成29年度（７月の後期高齢者医療保険料納入通
　知書発送分）より変更になります。

【問い合わせ】
山形県後期高齢者医療広域連合　☎0237-84-7100
税務出納課（後期高齢者医療保険料担当）☎85-6132

【特別徴収の方】５月 15日（月）
給与所得者の方の納税方法で、年税額を12回（６月から翌年５月まで）
に分け、会社など（特別徴収義務者）が月々の給与から天引きで徴収
し納税していただく方。

【普通徴収の方】６月 15日（木）※年金特別徴収の方を含む
①自営業者の方などの納税方法で、年税額を４期（６月・８月・10月・
　12月）に分けて自分で納税していただく方。
②年金特別徴収の方…年金所得者で年金からの天引きで納税していた
　だく方。

　平成 29 年度の所得証明書は平成
28 年分の所得、課税証明書等には平
成 28 年分の所得に対する課税額が記
載されます。　
※平成 29 年１月１日現在、白鷹町に
　住所のある方で所得の申告がある方
　に発行できます。
※所得の申告がない場合は別途申告書
　の提出が必要となります。（税務出納
　課へ申告書を提出してください）
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で
き
る
緊
急
通
報
機

器
の
設
置
を
行
い
ま
す
。

●
条
件　

65
歳
以
上
の
方
の
み
の
世

　

帯
、
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
方
で

　

町
民
税
非
課
税
世
帯

●
利
用
料　

５
４
０
円
／
月

■
物
忘
れ
相
談
事
業

●
条
件　

物
忘
れ
な
ど
が
気
に
な
る

　

方
や
、
そ
の
家
族

●
利
用　

認
知
症
な
ど
の
早
期
発
見

　

・
治
療
に
結
び
つ
け
る
た
め
に
精

　

神
科
医
に
よ
る
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
利
用
料　

無
料

■
高
齢
者
世
帯
等
雪
下
ろ
し
費
支

　

給
事
業

　

自
力
で
雪
下
ろ
し
が
で
き
な
い
世

帯
に
対
し
て
雪
下
ろ
し
費
用
を
支
給

し
ま
す
。

●
条
件　

町
民
税
非
課
税
世
帯
で
高

　

齢
者
の
み
の
世
帯
、
ま
た
は
こ
れ

　

に
準
ず
る
世
帯

●
給
付　

屋
根
の
雪
下
ろ
し
１
回
当

　

た
り
１
万
５
０
０
０
円
を
上
限
と

　

し
て
年
度
３
回
以
内

■
高
齢
者
世
帯
等
雪
は
き
支
援
事
業

　

自
力
で
除
雪
が
で
き
な
い
世
帯
に

対
し
て
除
雪
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
条
件　

町
民
税
非
課
税
世
帯
で
高

　

齢
者
の
み
の
世
帯
、
ま
た
は
こ
れ

　

に
準
ず
る
世
帯

●
内
容　

住
居
の
出
入
り
口
か
ら
生

　

活
道
路
に
出
る
ま
で
の
人
的
除
雪

　

を
行
い
ま
す
。

■
認
知
症
初
期
集
中
支
援
推
進
事
業

　

認
知
症
の
疑
い
の
あ
る
方
、
認
知

症
の
方
と
家
族
の
方
が
安
心
し
て
在

宅
生
活
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
認
知

症
ケ
ア
の
専
門
職
が
訪
問
し
支
援
し

ま
す
。

●
条
件　

40
歳
以
上
の
方
で
認
知
症

　

に
つ
い
て
相
談
し
た
い
方

■
お
た
っ
し
ゃ
訪
問
事
業

　

ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
た
め
に

保
健
看
護
職
が
訪
問
し
ま
す
。

●
条
件　

75
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら

　

し
の
方

■
お
で
か
け
見
守
り
事
前
登
録

　

徘
徊
な
ど
で
行
方
不
明
と
な
っ
た

と
き
、
早
期
に
発
見
で
き
る
よ
う
に

支
援
し
ま
す
。

■
高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主
返
納

　

支
援
事
業

　

認
知
症
に
よ
り
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
方
が
、
運
転
免
許
証
自
主
返

納
し
た
場
合
、
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成

券
を
交
付
し
ま
す
。

■
認
知
症
カ
フ
ェ
実
施
事
業

　

認
知
症
の
方
や
ご
家
族
を
は
じ
め
、

地
域
の
方
な
ど
誰
も
が
気
軽
に
参
加

で
き
る
認
知
症
カ
フ
ェ
（
の
ど
か
カ

フ
ェ
）
を
開
催
し
ま
す
。

　

町
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
も
、
高
齢
者
も
、
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●高齢者福祉に関する問い合わせ　健康福祉課地域包括支援センター　☎８６-０１１２
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■
軽
度
・
中
等
度
難
聴
児
補
聴
器

　

購
入
支
援
事
業

　
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象
と

な
ら
な
い
軽
度
・
中
等
度
の
難
聴
児

の
補
聴
器
購
入
費
を
助
成
し
ま
す
。

●
条
件　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

　

対
象
と
な
ら
な
い
こ
と
等

●
助
成　

補
聴
器
購
入
費
用
に
３
分

　

の
2
を
乗
じ
た
額

※
た
だ
し
、
補
聴
器
の
種
類
ご
と
に

　

助
成
上
限
が
あ
り
ま
す
。

■
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

　

障
が
い
者
（
児
）
が
日
常
生
活
を

営
む
う
え
で
の
困
難
を
改
善
し
、
自

立
し
た
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

●
内
容　

ス
ト
マ
、
お
む
つ
等
の
給

　

付
、
便
器
、
手
す
り
、
住
宅
改
修

　

費
給
付
な
ど
。

●
条
件　

障
害
者
手
帳
所
有
者
ま
た

　

は
難
病
等
で
支
援
が
必
要
な
方

●
料
金　

原
則
経
費
の
１
割
負
担

※
た
だ
し
、
課
税
・
収
入
状
況
に
応

　

じ
て
負
担
上
限
が
あ
り
ま
す
。

■
地
域
生
活
支
援
事
業 

　

障
が
い
者
（
児
）
の
地
域
で
の
自

立
し
た
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

●
内
容　

障
害
者
相
談
支
援
事
業

（
無
料
）、  

日
中
一
時
支
援
事
業
、

　

移
動
支
援
事
業
（
特
別
支
援
学
校

　

へ
の
通
学
支
援
含
む
）、
コ
ミ
ュ

　

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業
、
成
年

　

後
見
制
度
利
用
支
援
事
業
、
自
動

　

車
運
転
免
許
取
得
・
改
造
助
成
事

　

業
な
ど
。

●
条
件　

身
体
・
知
的
・
精
神
障
が

　

い
者（
児
）ま
た
は
難
病
等
で
支
援

　

が
必
要
な
方

●
料
金　

原
則
サ
ー
ビ
ス
料
の
一
割

　

負
担
と
食
費
な
ど
の
実
費
負
担

■
心
身
障
が
い
者
福
祉
タ
ク
シ
ー

　

等
利
用
助
成
事
業　

　

タ
ク
シ
ー
等
利
用
券
を
交
付
し
ま

す
。

●
内
容　

年
間
で
福
祉
タ
ク
シ
ー
券

（
６
２
０
円
12
枚
綴
）
を
１
冊
交
付
。

　

腎
臓
機
能
障
害
で
透
析
の
た
め
通

　

院
の
方
は
２
冊
。

●
条
件

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級
の
方

（
た
だ
し
、
下
肢
機
能
障
害
は
１
～

　

４
級
の
方
）

・
療
育
手
帳
Ａ
、
Ｂ
の
方

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
～

　

２
級
の
方

■
人
工
透
析
患
者
通
院
交
通
費
助

　

成
事
業

　

人
工
透
析
療
法
を
受
け
る
た
め
の

通
院
交
通
費
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

●
条
件　

身
体
障
害
者
手
帳
所
有
の

　

所
得
税
非
課
税
の
方
で
、
生
活
保

　

護
法
な
ど
に
よ
り
通
院
交
通
費
の

　

助
成
を
受
け
て
い
な
い
方

※
心
身
障
が
い
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
等

　

利
用
助
成
事
業
と
の
併
用
不
可
。

●
給
付　

自
宅
か
ら
医
療
機
関
ま
で

　

の
往
復
距
離
に
よ
り

・
20
㌔
未
満　

３
０
０
０
円
／
月

・
20
㌔
以
上
30
㌔
未
満　

　
　
　
　
　
　

４
０
０
０
円
／
月

・
30
㌔
以
上　

５
０
０
０
円
／
月

■
重
度
障
が
い
者
介
護
者
激
励
金

　

重
度
障
が
い
者
を
在
宅
で
介
護
し

て
い
る
方
に
対
し
、
介
護
者
激
励
金

を
支
給
し
ま
す
。

●
条
件　

身
体
障
害
者
手
帳
１
、２

　

級
ま
た
は
療
育
手
帳
Ａ
所
有
の
20

　

歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
日
常

　

生
活
全
般
に
お
い
て
介
護
を
要
す

　

る
在
宅
の
障
が
い
者
の
介
護
者

●
給
付　

２
万
６
千
円
／
年

  

■
自
立
支
援
医
療
費
支
給
事
業

（
更
生
医
療
・
育
成
医
療
・
精
神

　

通
院
医
療
） 

　

自
立
支
援
医
療
費
を
支
給
し
、
福

祉
の
増
進
を
図
り
ま
す
。

●
条
件　

更
生
医
療
・
育
成
医
療
・

　

精
神
通
院
医
療
の
対
象
疾
病
を
有

　

す
る
方
で
、
一
定
所
得
未
満
の
方
。

●
給
付　

医
療
保
険
の
個
人
負
担
分

　

の
一
部
を
給
付
（
課
税
・
収
入
状

　

況
な
ど
に
応
じ
て
給
付
額
が
異
な

　

り
ま
す
。）

■
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福

　

祉
手
当

　

精
神
ま
た
は
身
体
に
著
し
く
重
度

の
障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活
に
お

い
て
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
方

に
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

●
条
件　

病
院
な
ど
に
３
カ
月
以
上

　

入
院
ま
た
は
施
設
に
入
所
し
て
い

　

な
い
方
、
本
人
及
び
扶
養
義
務
者

　

が
一
定
所
得
未
満
の
方

●
給
付　

 

年
４
回
支
給（
月
額
）

・
20
歳
以
上
２
万
６
８
１
０
円　

・
20
歳
未
満
１
万
４
５
８
０
円        

■
障
害
者
相
談
支
援
事
業
（
無
料
）

　

障
が
い
者
の
自
立
し
た
生
活
を
支

援
す
る
た
め
、
相
談
業
務
を
委
託
し

て
い
ま
す
。

●
内
容　

障
が
い
者
や
ご
家
族
の
悩

　

み
や
相
談
に
対
し
て
、
専
門
的
な

　

職
員
が
相
談
を
受
け
、
そ
の
方
に

　

あ
っ
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
相
談
日　

月
曜
か
ら
日
曜
の
午
前

　

８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

（
第
一
・
第
三
土
曜
、日
曜
・
年
末

　

年
始
は
休
み
）

●
連
絡
先　

相
談
支
援
事
業
所
お
き

　

た
ま　

☎
88

－

５
３
５
７

■
在
宅
酸
素
療
法
者
支
援
事
業

　

医
師
の
処
方
に
よ
り
在
宅
酸
素
療

法
を
行
っ
て
い
る
方
に
酸
素
濃
縮
器

の
電
気
料
金
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

●
給
付　

呼
吸
器
機
能
障
害
に
よ
り

　

身
体
障
害
者
手
帳
３
、４
級
を
所

　

有
し
て
い
る
方
は
月
額
１
６
０
０

　

円
。 

そ
の
他
の
方
は
月
額
８
０
０

　

円
。

●心身障がい者福祉に関する問い合わせ　健康福祉課福祉係　☎８６-０１１１

［ 
心
身
障
が
い
者
福
祉 

］

■
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　

障
が
い
者
の
自
立
し
た
生
活
を
支

援
し
ま
す
。

●
内
容　

居
宅
介
護
、
生
活
介
護
、

　

短
期
入
所
、
就
労
継
続
支
援
、
グ

　

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
児
童
発
達
支
援
、

　

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

　

居
宅
生
活
や
障
が
い
者
支
援
施
設

　

な
ど
へ
の
入
所
・
通
所
の
支
援

●
条
件　

身
体
・
知
的
・
精
神
障
が

　

い
者（
児
）・
難
病
等
で
支
援
が
必

　

要
な
方

※
障
害
支
援
区
分
認
定
が
必
要
に
な

　

り
ま
す
。

●
料
金　

世
帯
の
町
民
税
課
税
状
況

　

に
応
じ
た
負
担
と
食
費
な
ど
の
実

　

費
負
担

■
補
装
具
費
支
給
事
業

　

障
が
い
者
（
児
）
の
身
体
機
能
を

補
完
・
代
替
す
る
も
の
を
装
着
す
る

こ
と
に
よ
り
、
自
立
し
た
生
活
を
支

援
し
ま
す
。

●
内
容　

必
要
な
補
装
具
費
を
支
給
。

●
条
件　

身
体
障
害
者
手
帳
所
有
者

　

ま
た
は
難
病
等
で
、
障
が
い
に
よ

　

り
必
要
な
方

●
料
金　

原
則
経
費
の
１
割
負
担

※
た
だ
し
、
課
税
・
収
入
状
況
に
応

　

じ
て
負
担
上
限
が
あ
り
ま
す
。

安心して生活するために

ぜひご利用ください！

●13　　 広報しらたか　2017.5.16



町からのお知らせ

大切な土地を守る 地籍調査
 ―今年度の調査範囲は萩野地区です―

【問い合わせ】
建設水道課用地係　 ☎ 85-6139

　
　
　
　
　
　

地
籍
調
査
は
土
地

　
　
　
　
　
　

の
現
況
を
調
査
す

る
も
の
で
、
一
筆
ご
と
の
土
地
に

つ
い
て
、
そ
の
所
有
者
、
地
番
及

び
地
目
の
調
査
並
び
に
境
界
の
測

量
及
び
面
積
の
測
定
を
行
い
、
地

図
（
地
籍
図
）
及
び
簿
冊
（
地
籍

簿
）
を
作
成
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
調
査
結
果
に
基
づ
い
て
、

土
地
の
表
示
に
関
す
る
登
記
が
書

き
替
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
字
限

図
に
替
わ
っ
て
地
籍
図
が
登
記
所

地
籍
調
査

調
査
方
法

　

町
立
西
中
学
校
は
、
蚕
桑
中
学
校

と
鮎
貝
中
学
校
が
統
合
し
、
昭
和
41

年
に
開
校
。
創
立
か
ら
49
年
、
平
成

26
年
度
の
卒
業
生
を
含
め
５
４
０
０

人
あ
ま
り
が
学
び
舎
を
巣
立
ち
、
そ

の
際
に
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
込
め
た

卒
業
制
作
が
な
さ
れ
、
校
舎
・
校
庭

に
納
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
旧
西
中
学
校
は
取
り
壊
さ

れ
、
福
祉
施
設
用
地
と
し
て
活
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
敷
地
を

整
備
す
る
に
あ
た
り
、
そ
れ
ら
の
卒

業
制
作
品
等
を
卒
業
生
も
し
く
は
当

時
の
担
任
の
先
生
に
引
き
渡
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間　

５
月
22
日
（
月
）
〜

26
日
（
金
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分

▼
引
き
渡
し
時
期　

６
月
中
旬
予
定

▼
費
用
の
負
担　

引
き
渡
し
を
受
け

る
方
に
全
額
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。

【
受
付
・
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課
防
災
管
財
係

☎
85

－

６
１
２
２
（
直
通
）

■ 

旧
白
鷹
町
立
西
中
学
校
の
卒
業
制
作
品
等
の
引
き
渡
し
に
つ
い
て

▼
日
時　

５
月
21
日
（
日
）

　

午
後
２
時
キ
ッ
ク
オ
フ

▼
会
場
・
観
覧
席　

Ｎ
Ｄ
ソ
フ
ト
ス

タ
ジ
ア
ム
山
形  

バ
ッ
ク
ス
タ
ン
ド
席

▼
対
戦
相
手　

レ
ノ
フ
ァ
山
口

▼
料
金
（
白
鷹
町
に
在
住
・
在
勤
の
方
）

・
大
人　

１
５
０
０
円
（
税
込
）

※
割
引
料
金
で
す
。

・
小
中
高
生　

無
料

※
無
料
招
待
券
を
配
布
し
ま
す
。

▼
前
売
券
販
売
場
所　

教
育
委
員
会

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係（
中
央
公
民
館
内
）

▼
販
売
期
間　

５
月
19
日（
金
）ま
で

※
当
日
券
に
つ
い
て
は
、
試
合
会
場

　

の
当
日
券
売
場
に
て
販
売
し
ま

　

す
。（
免
許
証
な
ど
身
分
証
の
提
示

　

が
必
要
で
す
）

※
前
売
券
販
売
状
況
に
よ
っ
て
は
当

　

日
券
販
売
を
行
わ
な
い
場
合
も
あ

　

り
ま
す
。
ま
た
、
す
で
に
チ
ケ
ッ

　

ト
を
お
買
い
求
め
た
方
に
つ
い
て

　

は
、
払
い
戻
し（
割
引
で
の
買
い

　

直
し
）は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了

　

承
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

教
育
委
員
会
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係　

☎
85

－

６
１
４
７

■ 

Ｊ
２
リ
ー
グ
「
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
」
白
鷹
町
応
援
デ
ー

の
備
え
付
け
の
地
図
と
し
て
保
存

さ
れ
ま
す
。（
※
所
有
者
の
変
更
は

で
き
ま
せ
ん
。）

　

こ
の
調
査
の
際
、
条
件
に
応
じ

て
土
地
の
分
筆
や
合
筆
を
行
う
こ

と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
調

査
で
は
、
土
地
所
有
者
の
方
が
自

分
で
変
更
な
ど
の
登
記
申
請
を
す

る
必
要
が
な
く
、
登
録
免
許
税
な

ど
の
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　

平
成
29
年
度
に
調

　
　
　
　
　
　

査
す
る
地
域
は
、

上
の
図
の
範
囲
で
す
。

①
ま
ず
、
土
地
所
有
者
の
方
は
自

　

分
で
境
界
杭
を
打
っ
て
く
だ
さ

　

い
。
そ
の
際
、
隣
接
し
て
い
る

　

土
地
の
所
有
者
と
必
ず
立
ち
会

　

っ
て
境
界
を
確
認
し
た
う
え
で

　

杭
を
打
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

　

自
分
の
所
有
地
内
で
あ
っ
て
も
、

　

田
と
畑
と
い
っ
た
よ
う
に
地
目

　

が
異
な
る
所
に
は
地
目
境
の
杭

　

を
打
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
境
界
杭
の
設
置
完
了
後
、
建
設

　

水
道
課
か
ら
係
員
が
現
地
調
査

　

に
伺
い
ま
す
。
そ
の
際
、
土
地

　

所
有
者
の
方
は
正
し
い
調
査
が

　

で
き
る
よ
う
に
立
ち
会
っ
て
く

　

だ
さ
い
。

③
境
界
杭
の
確
認
が
終
わ
る
と
、

　

引
き
続
き
す
べ
て
の
境
界
杭
を

　

測
量
し
ま
す
。

※
調
査
の
概
要
は
以
上
で
す
が
、

　

詳
し
く
は
土
地
所
有
者
の
方
に

　

個
別
に
ご
連
絡
し
ま
す
。
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町からのお知らせ

家庭で使わなくなった小型家電等はリサイクル！
　町民の皆さんで一層のごみ減量化に取り組む
ことを目的に、家庭で使わなくなった小型家電
等をリサイクルするために回収します。
●回収日時　５月28日（日）午前10時～昼12時
●回収場所　白鷹町役場駐車場
●料金　無料

■小型家電類

電話機

携帯電話（充電池含む）

公衆用ＰＨＳ端末（充電池含む）

電話機（子機含む）

ファックス

×ダイヤル式電話

電子ゲーム機

据え置き型ゲーム機

ゲーム機用コントローラ

カセット型ソフト

携帯型ゲーム機（タッチペン等

含む）

ミニ電子ゲーム

×ディスク型ゲームソフト

デジタルカメラ

デジタルカメラ

ビデオカメラ（放送用除く）

×フィルムカメラ

レコーダー・プレーヤー

デジタルオーディオプレーヤー
（フラッシュメモリ）

デジタルオーディオプレーヤー
（ＨＤＤ）

オープンリールレコーダー

ＤＶＤビデオデッキ（ビデオテ

ープデッキ一体型含む）

ＨＤＤレコーダ（ビデオテープ

デッキ一体型含む）

ＢＤレコーダ /プレーヤー（ビ

デオテープデッキ一体型含む）

ＣＤプレーヤー

ＭＤプレーヤー

ＩＣレコーダ

×ラジカセ

×スピーカー一体型コンポ

×テープレコーダー

×ビデオテープデッキ

デジタルカー用品

ＥＴＣ車載ユニット

ＶＩＣＳユニット

カーナビゲーションシステム

カーＤＶＤ

カーＭＤ

カーＣＤプレーヤー

カーテレビ

カーチューナー

カーステレオ

カーラジオ

カーアンプ

×カースピーカー

×ブラウン管カーテレビ

ＴＶチューナー関連

地上デジタルチューナー（アン
テナ含む）

ケーブルテレビＳＴＢ（セット
トップボックス）

ＣＳデジタルチューナー（アン
テナ含む）

×テレビ本体

パソコン等

パソコン（ノートブック型・タ
ブレット型）

パソコン（デスクトップ型）
※液晶モニタ含む

電子書籍端末

ＵＳＢメモリ

メモリーカード

ハードディスク

キーボード・マウス・テンキー

×ブラウン管モニタ

×スキャナ・プリンタ

×ＤＶＤディスク

×ＣＤディスク

その他

ＡＣアダプタ

プラグ・ジャック

ケーブル類

電子辞書

充電器

ヘッドホン・イヤホン

×電卓

×電池類

×リモコン

■古着類（ぬいぐるみを含む）

濡れ・汚れがなく、着ることが

できるもの

■靴類（ブーツ・長靴は除く）

両足そろっていて履けるもの

■バック類（ランドセル含む）

使用可能なもの

※乾電池は外して出してください。

※パソコン、携帯電話など個人情報

　が含まれるものは必ず記録内容を

　消去してから出してください。

※×のついているものは出すことが

　できませんので、ご注意ください。

●対象品目　下記のとおり
●回収方法　直接ご持参ください。

【問い合わせ】
「白鷹ごみゼロの日」実行委員会事務局（町民
課くらし環境係）　☎85-6131

回収品目一覧
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町からのお知らせ

　

町
で
は
、
平
成
29
年
4
月
1
日
か

ら
、
運
転
す
る
意
思
が
な
く
自
主
的

に
運
転
免
許
証
を
返
納
さ
れ
た
65
歳

以
上
の
方
を
対
象
に
下
記
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

▼
申
請
場
所　

白
鷹
町
役
場
町
民
課

く
ら
し
環
境
係　

③
番
窓
口

▼
受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

▼
必
要
書
類
（
必
須
）　

①
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の
取
消
通

　

知
書
（
警
察
署
に
て
発
行
）

②
印
鑑
（
認
印
）

③
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

【
問
い
合
わ
せ
】

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

☎
85

－

６
１
３
１
（
直
通
）

■ 

65
歳
以
上
で
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た
方
へ

対象者
白鷹町に住所がある 65歳以上の高齢者で、運転免許証を自主的に返納した方

※返納した日から１年以内に申請が必要です。

支援内容

①デマンドタクシー料金 11,000円分の回数乗車券 (100円×11枚綴りを 10冊 )を贈呈します。

　（健康福祉課の「高齢者運転免許証自主返納支援事業【認知症により介護認定を受けている方】」

　への申請をなさらない方）

②運転経歴証明書を提示した場合、デマンドタクシー料金を割引(500円を300円に割引)します。

※上記①、②の併用が可能です。

※上記①についての支援は１人１回限りです。

※過去に自主返納した方は、②を適用します。

　本町の空き家は、平成 28 年度調査で 452 件を把
握し前回調査から80件増加しました。そこで町では、
空家等対策の推進に関する特別措置法や白鷹町空家等
対策計画に基づき、次のような事業を実施します。
■空き家の適正管理
　第一義的に所有者等が自らの責任により適切に管　
理することが原則です。
■空家等対策の推進に関する特別措置法による法的措置
【空家等対策協議会による対策の検討】

・2次調査の実施（外観調査）及び立入調査の実施
・特定空家等の認定協議
【特定空家等に対して】

・助言、指導、勧告、命令、行政代執行の対応を行います。
■住宅リフォーム総合支援事業
　空き家の利活用を促進するため、空き家のリフォー
ムに対し現行制度に上乗せして支援します。詳しくは、
広報しらたか 4月号をご覧ください。
■空き家等解体補助事業
　増加する危険空き家の減少を図るため、所有者等（法
　定相続人）が実施する解体工事を支援します。

▽補助率　１／２（上限 50万円）

▽対象建物　特定空家等に認定された建物

■空き家バンク利活用支援事業
　空き家の利活用や移住を促進するため、空き家バン
ク事業を通して売買・賃貸の成約者（転入者）に対し、
引越費用等の一部を支援します。

▽売買　100,000 円／件

▽賃貸　50,000 円／件
■空き家管理サービス
　所有者が施設入所や死亡により管理が行き届かない
場合に、空き家対策ネットワーク協議会（町内不動産
業者６社で構成）が日常的な管理を代行する空き家管
理サービスを提供します。

▽月額　 ① 5,000 円コース　② 10,000 円コース

▽サービスの内容

　建物内外の点検と確認、建物の通気と換気、郵便等
の転送、庭木等の状況確認、簡単な清掃作業、災害時
の建物状況確認、建物状況報告書の送付など。
※その他の管理業務は、別途ご相談ください。

【問い合わせ】
空き家総合窓口：企画政策課コミュニティ推進係
☎ 87-0830

●平成29年度空き家等対策施策について

   空き家の管理・利活用・除去等をサポートします
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町からのお知らせ

平成 28年度版  
広報しらたか・議会だよりしらたかの有料製本サービスを行います

  ――― お願い ―――

●「広報しらたか」「議会だよりしらたか」以外　
　の印刷物などは入れないようにしてください。
●つづる順番は広報しらたか４月号が一番上にな
　るようにし、おしらせ版３月号の後に、議会だ
　よりしらたかを整理してください。
●一部の号が抜けている場合はできる限り補充し
　ますので、不足の号を表紙に明記してください。

広
報
し
ら
た
か

議
会
だ
よ
り
し
ら
た
か

　

行
政
相
談
委
員
は
、
国
の
行
政
機

関
、
独
立
行
政
法
人
、
特
殊
法
人
の

業
務
な
ど
役
所
の
業
務
に
対
す
る
苦

情
、
要
望
、
意
見
等
の
相
談
を
住
民

の
皆
様
よ
り
受
け
付
け
、
相
手
機
関

と
の
間
に
立
っ
て
、
相
手
機
関
の
自

主
的
な
改
善
が
促
さ
れ
る
よ
う
働
き

か
け
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
・
秘
密
厳
守
で
す
の

で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相

談
日
は
、
町
報
に
掲
載
し
ま
す
。

▼
い
つ　

5
月
24
日
（
水
）

　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

▼
ど
こ
で　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

■ 「
困
っ
た
ら 

一
人
で
悩
ま
ず 

行
政
相
談
」

【
問
い
合
わ
せ
】

総
務
省
山
形
行
政
評
価
事
務
所

☎
０
２
３

－

６
３
２

－

３
１
１
３

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

☎
85

－

６
１
３
１

田中惠治さん

（☎85-4120）
樋口久子さん

（☎85-4574）

　

放
射
性
物
質
に
よ
る
農
畜
産
物
な

ど
へ
の
汚
染
を
自
主
的
に
検
査
す
る

た
め
、
検
査
機
関
に
検
査
委
託
を
行

う
の
に
必
要
な
費
用
の
一
部
を
予
算

の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

▼
対
象
者　

自
ら
販
売
を
直
接
行
う

な
ど
、
農
畜
産
物
に
対
す
る
放
射
能

検
査
を
自
主
的
に
行
う
町
内
の
方
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
方

①
認
定
農
業
者

②
農
業
生
産
法
人
、
農
業
協
同
組
合

　

及
び
農
業
生
産
団
体

■ 

農
畜
産
物
等
に
対
す
る
放
射
性
物
質
の

　 

自
主
検
査
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

③
そ
の
他
町
長
が
必
要
と
認
め
る
者

▼
補
助
額　

検
査
料
（
税
抜
）
と
し

て
支
払
っ
た
額
（
２
万
円
上
限
）

※
補
助
の
対
象
に
な
る
の
は
、
１
申

　

請
者
に
つ
き
４
検
体
ま
で
。

▼
検
査
機
関　

国
の
基
準
に
基
づ
き

検
査
を
実
施
し
、
検
査
証
明
書
を
発

行
で
き
る
機
関

【
問
い
合
わ
せ
】

農
林
課
農
業
振
興
係

☎
85

－

６
１
２
７

　広報紙の有料製本を行います。希望される方
は、下記によりお申し込みください。

▼  製本対象
　平成 28年度に発行した
　・広報しらたか（No.1182 ～ 1205）
　・議会だよりしらたか（No.130 ～ 133）

▼  料金　１部　500 円

▼  受付期間　６月 16日（金）まで

▼  申込方法　広報紙つづりに住所と氏名を記
　入し、各地区コミュニティセンター、または
　企画政策課情報係までお持ちください。備え
　付けてある受付表に住所と氏名を書いてくだ
　さい。

▼  製本後のお渡しとお支払い
 ・ 製本が終わりましたら、ご家庭へ郵送します。
 ・ 同封する「納付書」により、町内金融機関（ゆ 
   うちょ銀行は除く）、または役場出納窓口で料 
   金をお支払いください。

【問い合わせ】企画政策課情報係　☎ 85-6121
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何
冊
の
本
に
も
優
る
祖
母
の
知
恵
　
　
　
　
　
　
長
井
市
　
安
部
あ
り
な

お
家
芸
オ
ー
ル
一
本
意
地
を
見
せ
　
　
　
　
　
　
高
　
岡
　
安
部
　
健
一
　

娘
か
ら
孫
継
い
だ
絵
本
な
つ
か
し
む
　
　
　
　
　
武
蔵
野
市
　
池
田
　
武
子

妙
薬
で
本
音
を
探
る
こ
の
一
杯
　
　
　
　
　
　
　
山
　
口
　
石
川
與
次
衛
門

冬
期
間
図
書
館
読
書
春
を
待
つ
　
　
　
　
　
　
　
荒
砥
甲
　
五
十
公
野
か
を
る

本
心
を
ぶ
っ
つ
け
和
解
の
絆
生
む
　
　
　
　
　
　
荒
砥
乙
　
五
十
公
野
春
己

本
能
の
ま
ま
に
生
き
た
ら
留
置
場
　
　
　
　
　
　
鮎
　
貝
　
植
木
　
英
夫

手
先
に
は
ス
マ
ホ
、
パ
ソ
コ
ン
本
は
棚
　
　
　
　
浅
　
立
　
梅
津
　
太
一

朋
友
と
本
音
を
語
っ
て
明
日
の
糧
　
　
　
　
　
　
浅
　
立
　
梅
津
美
千
子

う
そ
で
す
ね
本
音
は
ぐ
っ
と
胸
の
中
　
　
　
　
　
滝
　
野
　
海
老
名
き
ち

本
棚
の
本
も
積
読
く
だ
け
に
な
り
　
　
　
　
　
　
世
田
谷
　
遠
藤
　
八
重

本
当
に
春
一
番
が
春
を
呼
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
横
須
賀
　
大
滝
健
次
郎
　

本
開
き
こ
た
つ
に
入
り
目
が
閉
ま
る
　
　
　
　
　
荒
砥
乙
　
木
口
　
と
よ

稲
杭
の
本
数
孫
が
指
を
折
る
　
　
　
　
　
　
　
　
菖
　
蒲
　
小
関
　
　
弘

目
も
ボ
ヤ
ケ
好
き
な
読
書
も
読
め
や
せ
ぬ
　
　
　
山
　
口
　
児
玉
　
保
子

乙
女
心
を
焦
が
し
た
本
老
婆
ベ
ッ
ト
の
上
で
再
読（
よ
む
）
萩
　
野
　
紺
野
　
五
月

本
音
に
は
や
さ
し
い
衣
装
着
せ
て
会
い
　
　
　
　
鮎
　
貝
　
佐
藤
　
幸
子

勇
気
出
し
本
音
ト
ー
ク
で
明
る
い
方
へ
　
　
　
　
鮎
　
貝
　
神
保
　
玲
子

本
を
読
み
心
の
泉
豊
な
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
箕
和
田
　
鈴
木
　
ト
ミ

時
の
人
捨
て
る
か
迷
う
著
者
の
本
　
　
　
　
　
　
荒
砥
甲
　
鈴
木
美
貴
子

宝
物
本
物
か
に
せ
か
わ
か
ら
な
い
　
　
　
　
　
　
十
　
王
　
平
　
　
恒
人

本
調
子
な
か
な
か
出
ず
に
四
苦
八
苦
　
　
　
　
　
高
　
玉
　
髙
橋
　
朝
子

本
心
を
悟
ら
ぬ
ま
ゝ
の
良
い
余
生
　
　
　
　
　
　
荒
砥
乙
　
土
谷
　
灯
一

本
根
ど
こ
読
め
ぬ
ま
ま
で
す
ト
ラ
ン
プ
よ
　
　
　
箕
和
田
　
土
屋
　
平
敏

本
日
は
青
天
な
り
と
躰
良
い
　
　
　
　
　
　
　
　
箕
和
田
　
土
屋
　
敏
子

ガ
ン
コ
親
父
情
も
意
地
も
有
り
本
当
に
強
い
力
も
ち
　
広
　
野
　
新
野
智
耶
子

た
や
す
く
は
本
音
吐
け
な
い
仮
面
裏
　
　
　
　
　
高
　
玉
　
橋
本
つ
ね
子

本
日
も
夫
婦
の
会
話
述
語
だ
け
　
　
　
　
　
　
　
鮎
　
貝
　
樋
口
　
敬
子

日
本
海
演
歌
の
似
合
う
四
季
が
あ
る
　
　
　
　
　
荒
砥
乙
　
保
科
　
　
努

本
を
読
み
晴
耕
雨
読
の
生
活
　
　
　
　
　
　
　
　
十
　
王
　
松
田
　
久
一

本
音
は
く
苦
楽
の
あ
と
の
幸
せ
を
　
　
　
　
　
　
十
　
王
　
松
野
い
せ
子

春
が
来
て
桜
の
花
も
本
咲
き
に
　
　
　
　
　
　
　
ふ
じ
み
野
　
村
上
　
桂
造

都
合
に
て
建
前
本
音
使
い
分
け
　
　
　
　
　
　
　
十
　
王
　
守
谷
　
勝
助

本
を
詠
む
よ
ん
で
も
わ
か
ら
ぬ
年
に
な
り
　
　
　
十
　
王
　
守
谷
　
三
郎

日
の
丸
は
日
本
国
の
印
で
す
　
　
　
　
　
　
　
　
鮎
　
貝
　
横
沢
　
直
太

た
わ
い
な
い
話
に
本
音
見
え
隠
れ
　
　
　
　
　
　
山
　
口
　
渡
部
喜
美
子

　町報川柳　― 本 ―　　 

次回「今」五月二十五日まで。　「木」六月二十五日まで。
白鷹町大字荒砥甲八三三番地　白鷹町役場企画政策課情報係　 宛

　

白
鷹
町
の
皆
さ
ん
は
じ
め
ま
し

て
。
４
月
よ
り
白
鷹
町
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
活
動
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
菅
野
裕
子
で
す
。
宮
城

県
の
塩
竃
市
出
身
で
、
好
き
な
こ
と

は
食
べ
る
こ
と
と
歩
く
こ
と
、
そ
れ

か
ら
コ
ー
ヒ
ー
を
淹
（
い
）
れ
る
こ

と
で
す
。

よろしくお願いします！
協力隊の菅野裕子です。 

地域おこし協力隊　菅野裕子

第15回

地域おこし協力隊通信

　

白
鷹
町
に
は
、
以
前
か
ら
友
人
と

何
度
か
ド
ラ
イ
ブ
で
訪
れ
た
こ
と
が

あ
り
、
自
然
あ
ふ
れ
る
と
こ
ろ
に
魅

力
を
感
じ
、
こ
の
た
び
地
域
お
こ
し

協
力
隊
に
応
募
し
ま
し
た
。

　

白
鷹
町
で
暮
ら
し
始
め
て
１
カ
月

が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
私
自
身
に
は
ス

テ
キ
だ
な
と
思
え
る
こ
と
が
、
町
の

人
た
ち
に
と
っ
て
は
ご
く
当
た
り
前

の
こ
と
で
あ
っ
た
り
と
、
日
々
驚
き

の
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
〝
驚
き
〞
を
、
今
度
は
私
が
た
く

こだわりの豆で淹れ

たコーヒーです

さ
ん
の
人
に
発
信
し
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
は
主
に
の
ど
か
村
で

活
動
し
て
お
り
、
近
い
う
ち

に
の
ど
か
村
で
コ
ー
ヒ
ー
を

出
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
ど
う
か
コ
ー

ヒ
ー
を
飲
み
に
の
ど
か
村
に

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

こ
れ
か
ら
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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給食の時間
（ハンバーグとデザートのいちごを見ての会話）

■町長の動静・交際費に関する問い合わせ　総務課総務係　☎８５-６１２０

町長交際費
町長の主な動静 ４月 ４月
月　日 行　　事　　名

4月 3日

町職員辞令交付式

地域おこし協力隊委嘱状交付式

消防団長辞令交付式

県人事交流職員辞令交付式

白鷹町農業再生協議会辞令交付式

教職員辞令交付式

4月 4日
消防白鷹分署職員辞令交付式

県関係挨拶まわり

4月 5日 安全 ・豊漁祈願祭

4月 6日
平成 29 年度予算執行事務説明会

重要事業要望　～ 7日まで （東京都）

4月 7日
白鷹中学校入学式

白鷹町商工会青年部通常総会

4月 8日 荒砥高等学校入学式

4月 10日 白鷹高等専修学校入学式

4月 11日

いきいき深山郷交流広場整備工事竣工式

平成 29 年度白鷹町西廻り幹線道路建設促進期
成同盟会総会

4月 12日
区長 ・副区長 ・町内長会

ドライバーへの交通安全啓発活動

4月 13日 区長OB会総会

月　日 行　　事　　名

4月 14日

西置賜行政組合消防署飯豊分署竣工式

西置賜行政組合消防署白鷹分署竣工式

平成 29 年度白鷹町民生委員児童委員協議会
総会

4月 17日
地域林政アドバイザー辞令交付式

定例課長会

4月 18日 白鷹町商工会女性部通常総会

4月 19日 重要事業要望　～ 20 日まで （東京都）

4月 20日 白鷹町商工会工業部会通常総会

4月 21日
長井市観光交流センター「道の駅川のみなと長井」
オープニングセレモニー

4月 22日 佐野原五百羅漢開眼法要 ・祝賀会

4月 23日 ソフトボール場 ・野球場改修事業竣工式

4月 24日 白鷹町交通安全母の会総会

4月 25日 山形県人東京連合会 「第 4回ふるさと訪問」

4月 26日 健康づくり推進員協議会総会

4月 27日
白鷹町産業振興戦略会議

全国高校総体白鷹町実行委員会

4月 28日
山形県町村会総務委員会

県政 ・町村運営の懇談会

4月 30日 手をつなぐ育成会総会

支出日 区分 支出額(円) 内　　　容

4月 5日
贈答品 17,424　 重要事業要望

御祝 3,000　
白鷹町パークゴルフ協会
通常総会

4月 6日 御祝 3,300　 ヤナ安全 ・豊漁祈願祭

4月 7日 御祝 3,000　 白鷹町酪農組合通常総会

4月 10日 香典 5,000　 職員ご親族弔慰金

4月 11日
御祝 3,160　 交通安全祈願祭

御祝 5,000　 区長 OB会総会

4月 20日 御祝 10,000　
佐野原五百羅漢開眼法要 ・
祝賀会

4月 21日 御祝 3,300　
米沢市新道の駅新築工事
安全祈願祭

支出日 区分 支出額(円) 内　　　容

4月 21日 御祝 3,300　
長井市観光交流センター
「道の駅川のみなと長井」
オープニングセレモニー

4月 24日 香典 5,000　 教育長ご親族弔慰金

4月 25日 御祝 3,200　
いきいき深山郷交流広場
整備工事竣工式

4月 26日 御祝 3,200　
釜の越 ・薬師さくらまつり
高玉芝居公演

4月 28日
御祝 3,300　 丈六地蔵尊大祭礼

御祝 3,000　
山形県人東京連合会
「第 4回ふるさと訪問」

計 74,184　

年長児「先生　ハンバーグって何からできてるの？」

保育士「お肉だよ。お肉を細かくしてまーるくして

　　　　焼いたんだよ。」

年長児「ふーん、お肉かぁ…。」

年少児「じゃあ、このイチゴは何からできてるの？」

保育士「うーん、何からかなぁ…。」

年中児「あーぼく知ってるよー。」

年少児「なになに～？」

年中児「あのね、たねだよ。タネ！」

年長児「タ・ネー？」

年少児「じゃあ、リンゴは？ミカンは？」

年中児「タネだよ。おいしいものはみーんなタ・ネ！」

さくらの
保育園
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第２次白鷹町健康増進計画 元気ニコニコしらたか21
vol.48The 2cond Shirataka town Health promotion plan

ＧＥＮＫＩＮＩＫＯＮＩＫＯＳＨＩＲＡＴＡＫＡ 21
【問い合わせ】健康福祉課健康推進係　☎８６-０２１０

　　ころが元気だと感じている人の割合が減っていま
す。趣味を楽しんだり質の良い睡眠をとってストレス

と上手につきあうことはできていますか。なんとなく

気分が晴れない、今まで楽しんでいたことが楽しめな

い、睡眠不足や食欲不振が２週間以上続いているなど、

こころの不調に気づいたら早めに相談しましょう。

　こころの専門家である臨床心理士による相談会を

予約制で年３回実施します。こころに悩みを抱えた

方とそのご家族が対象です。ご希望に合わせて訪問

もできますのでお気軽にお問合せください。

日程 時間（予約制） 相談会場

平成29年

①午前９時30分
②午前10時30分

健康福祉センター
１階相談室

７月11日（火）
11月28日（火）
平成30年
３月８日（木）

※相談の予約はお電話（健康推進係［直通］☎86-0210）
　で受け付けています。
※上記の他、ひきこもりの支援団体による町内での相

　談会も実施しています。日程や会場は町報やお知ら

　せ版でその都度お知らせします。

※そのほか、保健師によるこころの健康相談を随時実

　施しています。

こころの相談会♥

　保健師、看護師が定期的に訪問して、こころの病

気の治療を続けている方やそのご家族の健康管理に

ついての相談をお受けしています。

ふれあい訪問♥

　精神科の医師や臨床心理士による自殺予防やスト

レスとの上手な付き合い方についての講演会を開催

します。ご自分のこころの健康づくりのため、周り

の方のこころの健康を守るために役立つ内容を予定

しています。詳細が決まりましたら広報等でお知ら

せします。

こころの健康づくりについての講演会♥

　子育てに悩みのある方やお子さんの成長・発達、

ことばなどに心配がある方を対象に、子どもの発達

発育に詳しい臨床心理士による相談会を毎月開催し

ています。お子さんの成長を促し、楽しく子育てを

するためのヒントが見つかります。ご希望の方は予

約が必要になりますので、担当までご連絡ください。

★詳しい日程等は元気ニコニコ推進カレンダーをご

　覧ください。

すくすく発達相談会♥

　子どもの数が少なくなり、あかちゃんと一緒に過

ごした体験がない中高生が増えています。中学生、

高校生を対象に実施する「あかちゃんとのふれあい

体験」をとおして、いのちの大切さについて考え、

自分も愛され大切に育ててもらったことに気づく機

会をつくります。詳細が決まりましたら広報等でお

知らせします。

※このほかにも、保健師による子育て相談を随時実

　施しています。お子さんの健康や子育てのことな

　ど、どんな小さなことでも一人で悩まず、ご相談

　ください。

あかちゃんとのふれあい体操♥

　　た、生涯を通じたこころの健康のためには、乳幼
児期に身近な大人との間に安心感や信頼感を持ち、発

達に合わせて達成感や満足感を味わい、「自分は大切

でかけがえのない存在だ」という気持ちを育むことが

大切です。お子さんのからだとこころの健やかな成長

のため、また保護者の方の子育ての悩みや不安を軽減

し、前向きに楽しく子育てができるよう、支援体制を

整えています。

こ

ま

今回は、計画に基づいて実施する平成 29年度の
　重点事業「～こころの健康づくり～」について

　　お知らせします。
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　 しらたか４Ｒ情報
～ごみ減量  できることから  はじめよう～Ｒ 【問い合わせ】町民課くらし環境係　☎ 85-6131

ｅｆｕｓｅ
ｅｄｕｃｅ
ｅｕｓｅ
ｅｃｙｃｌｅ

～有価物集団資源回収奨励金を支給します～

　白鷹町美しい郷づくり推進会議では、ごみの資源
化、再生利用による減量化を推進し、リサイクルへ
の意識を高めるため、資源回収を行った団体へ奨励
金を交付します。

● 対象団体　子供会、婦人団体、青年団体、
　　　　　　老人クラブなど非営利の団体
● 対象となる有価物　古紙類、金属類

　可燃ごみ・不燃ごみについては、前年度を下回る排出量とな
りました。１人１日あたりにすると 424g で、目標の 370g に
対しては 54g 増でした。
　３月 21日から 24日までの４日間、小型家電回収を実施し
ました。これは、パソコンや携帯電話などに含まれる有用金属
の再資源化を図り、不燃ごみを減量するものです。回収結果は、
パソコン 35台、携帯電話 33台ほか合計 363kg を 33 名の方
にお持ちいただきました。ご協力ありがとうございました。
　集団資源回収では、延べ 39団体で 179t を回収しました。
資源回収量は、集積所回収と集団回収を合わせて 654t を目標
としていますが、結果は 602t でした。
　９月から 11月にかけて、町内小中学校５校と蚕桑地区にご
協力いただき、美しい郷づくり推進会議によるてんぷら油回収
を実施し、180L を回収しました。

ごみの種類 Ｈ28 Ｈ27

可燃ごみ 2,605ｔ 2,688ｔ

不燃ごみ 175ｔ 212ｔ

資

源

回

収

古紙 195ｔ 212ｔ

空き缶 26.49ｔ 28.40ｔ

空き瓶 124ｔ 137ｔ

ペットボトル 30.20ｔ 31.43ｔ

プラ製容器包装類 47.06ｔ 47.62ｔ

ごみ処理状況速報！
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　　 あんしん×あんぜん

過去５年間（H24 ～ H28）の農耕車事故

の発生件数（農作業中の事故を除く）

農耕車の交通事故防止のお願い

町民課くらし環境係  ☎ 85-6131 ／長井警察署  ☎ 84-0110 ／白鷹西駐在所  ☎ 85-2029 ／白鷹東駐在所  ☎ 85-2046
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1月～3月 4月～6月 7月～9月 10月～12月

２
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７

２

４～６月期の事故発生が多い！

●車体はきれいに、反射材をつけて！

　後続車から見えるように泥を落とし見えや

　すく

●しっかり止まってはっきり確認！

　ほとんどの事故が単独事故と出会頭の事故

　（約 90％）
●焦らず注意して運転集中！

　11時～ 12時、16時～ 18 時が危険時間帯

　介護保険に該当しない 65歳以上の方で、25
項目（生活・運動・栄養・口腔・閉じこもり等）
のチェックリストで該当し、介護予防のために利
用が必要であると認められる方が利用できます。

●会　場　白鷹町老人福祉センター　　　　　　
　　　　　（荒砥地区コミュニティセンター隣り）
●利　用　月曜日から金曜日までの週１回程度
●内　容　送迎、健康チェック、昼食、レクリエー
　　　　　ションの他、運動器機能向上、栄養改
　　　　　善、口腔ケア、閉じこもり予防など
●利用料　１日あたり 700 円

【申し込み・問い合わせ】
健康福祉課地域包括支援センター係
☎ 86-0112

　介護中のご家族や地域の方等、誰もが気軽に参
加できる場として、「のどかカフェ」を開催して
います。お茶を飲みながら参加者同士で認知症や
介護、介護予防、健康づくり等について情報交換
をしています。毎月第４水曜日に開催しています。

●会　場　ちょぼらの家（荒砥甲 373-8）
●参加料　無料
●開催日　５月 24日（水）午後２時～３時 30分
※申込不要。直接会場にお越しください。

【問い合わせ】
健康福祉課地域包括
支援センター係
☎ 86-0112

介護予防・日常生活支援総合事業  通所型サービスＡ

八乙女げんき塾のご案内
５月開催

「のどかカフェ」のご案内

地域包括支援センター ℡86-0112
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４
月
８
日
（
土
）
の
午
前
に
新
任
式
・
始

業
式
を
終
え
た
後
、
佐
藤
誠
七
白
鷹
町
長
は

じ
め
多
数
の
ご
来
賓
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
未

来
を
担
う
新
入
生
の
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。
白
鷹
中
学
校
、
長
井
南
中
学
校
、
長

井
北
中
学
校
、
飯
豊
中
学
校
、
川
西
中
学
校
、

沖
郷
中
学
校
か
ら
計
61
名
の
新
入
生
が
加
わ

り
平
成
29
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
生
徒
一
人
ひ
と

り
の
夢
の
実
現
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
本
校
の
教
育
活
動
に
関
心
を
寄

せ
て
い
た
だ
き
、
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

  　

生
徒
の
行
動
目
標
〜
温
か
い
心
と
真
剣  

　

   

な
取
組
み
で
、
前
進
す
る
荒
高
生
〜

⑴
相
手
の
立
場
に
立
ち
、
思
い
や
り
の
あ
る

　

心
で
行
動
し
よ
う
。

⑵
元
気
な
あ
い
さ
つ
で
、
明
る
い
学
校
に
し

　

よ
う
。

⑶
服
装
を
整
え
、
時
間
を
守
っ
て
行
動
し
よ

　

う
。

⑷
授
業
を
第
一
に
、
課
題
は
１
０
０
％
提
出

　

し
よ
う
。

⑸
資
格
取
得
に
挑
戦
し
、
年
１
資
格
以
上
取

　

得
し
よ
う
。

⑹
全
校
生
徒
一
致
団
結
し
、
生
徒
会
行
事
を

　

成
功
さ
せ
よ
う
。

⑺
部
活
動
に
継
続
的
に
取
組
み
、
部
の
目
標

　

を
達
成
し
よ
う
。

⑻
図
書
館
を
利
用
し
、
月
１
冊
以
上
読
書
し

　

よ
う
。

⑼
隅
々
ま
で
丁
寧
に
清
掃
し
、
日
本
一
き
れ

　

い
な
学
校
に
し
よ
う
。

⑽
自
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
年
２
回
以
上

　

参
加
し
よ
う
。

  　
 

生
徒
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
「G

O
 ALL O

U
T

」

　
    

〜 

た
ゆ
ま
ぬ
挑
戦
心 

〜

　
「G

O
 A
LL O

U
T

」
と
は
、
全
力
で
行
こ

う
と
い
う
意
味
で
す
。
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

は
、
何
事
も
最
初
か
ら
諦
め
ず
、
挑
戦
す
る

気
持
ち
を
持
ち
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
こ

う
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
、
行
事
・

部
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
こ
れ
ま
で

以
上
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
き
ま
す
。

荒高掲示板 
平成 29年度がスタート

　始業式・入学式・生徒の行

　動目標・生徒会スローガン

新入生誓いの言葉
代表 赤間亮太さん

１

２

　

　白鷹中学校、蚕桑小学校、鮎貝小学校、荒砥
小学校、東根小学校でボランティアとしてお手
伝いしていただける方を募集します。

▼  登録できる方
　町内在住の方であれば、どなたでも登録可

▼  活動期間　
　登録完了日より平成30年３月16日まで

▼  活動内容
　学習支援、校舎内外の環境整備支援、部活動
指導支援、学校行事支援などの中から、ご協力
いただけるボランティア内容を選んで登録して
ください。
※内容の詳細については、町内の各小中学校、
　中央公民館、各地区コミュニティセンターに

　置いてあるチラシ、または、町のホームペー
　ジをご覧ください。

▼  募集期間　5月31日（水）まで

▼  登録手続
　町内の各小中学校、中央公民館、各地区コミ
ュニティセンターに置いてあるチラシ裏面の
「ボランティア登録票」に必要事項をご記入い
ただき、白鷹中学校または教育委員会にお届け
ください。（「ボランティア登録票」は町のホー
ムページからもダウンロードできます。）

【問い合わせ】　
白鷹中学校　横澤　☎85-5531 / FAX85-5532
教育委員会生涯学習・文化振興係
                           　  ☎85-6146 / FAX85-2183

学校支援地域本部事業ボランティア募集
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Family  Support

児
童
手
当
に
つ
い
て

の
お
知
ら
せ

　

今
年
度
も
、
生
活
安
定
と
次
代
の
社
会

を
担
う
児
童
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
、

児
童
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

▼
対
象　

中
学
校
終
了
前
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方

▼
支
給
額
（
児
童
１
人
あ
た
り
月
額
）　

・
３
歳
未
満　

１
万
５
０
０
０
円

・
３
歳
以
上
小
学
校
終
了
前

　

第
１
子
、
第
２
子　

１
万
円

　

第
３
子
以
降　

１
万
５
０
０
０
円

・
中
学
生　

１
万
円

※
所
得
制
限
限
度
額
以
上
の
方
の
場
合
は

　

一
律
５
０
０
０
円

▼
支
給
月　

・ 

平
成
29
年
６
月
（
平
成
29
年
３
月
分
〜

　

５
月
分
）

・ 

平
成
29
年
10
月
（
平
成
29
年
６
月
分
〜

　

９
月
分
）

・ 

平
成
30
年
２
月
（
平
成
29
年
10
月
分
〜

　

平
成
30
年
１
月
分
）

▼
そ
の
他　

次
の
方
は
、
町
民
課
戸
籍
年

金
係
で
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

①
出
生
な
ど
に
よ
り
、
新
た
に
養
育
す
る

　

児
童
が
で
き
た
方
、
養
育
す
る
児
童
が

　

増
え
た
方

②
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
で
、

　

養
育
す
る
児
童
が
い
る
方

（
原
則
、
申
請
し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
支

給
と
な
り
ま
す
。
出
生
や
転
入
な
ど
の
場

合
は
15
日
以
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。）

※
児
童
手
当
の
給
付
を
受
け
て
い
る
方
は
、

　

毎
年
６
月
に
、
前
年
の
所
得
状
況
や
年

　

金
の
加
入
状
況
を
記
載
し
た
現
況
届
を

　

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
別
途
ご

　

案
内
し
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
提
出
く

　

だ
さ
い
。

※
公
務
員
の
方
で
手
続
き
が
必
要
な
場
合
、

　

勤
務
先
で
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
の
で
、

　

勤
務
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
子
育
て
支
援
の
た
め
に
、
児
童
手
当
を

　

町
に
寄
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご

　

希
望
の
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
健
康
福
祉
課
子
育
て
支

援
係　

☎
86

－

０
２
１
２

《所得制限限度額》

扶養親族等の数
所得制限
限度額

収入額の目安

０人 622万円 833.3万円

１人 660万円 875.6万円

２人 698万円 917.8万円

３人 736万円 960.0万円

４人 774万円 1,002.1万円

５人 812万円 1,042.1万円

ファミリーサポートをご利用ください
　「保育園の送迎ができない…」「休日だけど
仕事が休めない…」といった方に対し、育児
を応援したい方（協力会員）が自宅での預
かりや送迎といった子育てを支援するのが
「ファミリーサポート」です。

◎休日２時間30分以上ファミリーサポートセンターを利
　用する場合、町が利用料金の一部を支援します。
※２時間までの利用は通常料金となります。

休日利用料金と助成額

２時間30分以上 助成額（助成後）

利用

料金

①２時間30分　1,750円
②３時間　　　2,100円
③３時間30分　2,450円
④４時間以上　2,800円以上

① 300円（1,450円）

② 600円（1,500円）

③ 900円（1,550円）

④１時間あたり300円

利用会員（登録必要）
「子どもを預かってください」

ファミリーサポートセンター
「わかりました。協力会員を紹介します」

協力会員（登録必要）
「はい。お預かりします。」

ファミリーサポートの利用時間と利用料金

●時間　午前７時～午後７時まで（要予約）
　※上記以外の時間に利用したい場合はご相談くだ
　　さい。
●料金　平日　　　　１時間あたり600円
　　　　土日・祝日　１時間あたり700円

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

協力会員

募集中！

【問い合わせ】子育て支援センター「にこぽーと」・ファミリーサポートセンター　☎ 87-0083
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・
入
場
開
始　

午
前
８
時
（
９
時
20

　

分
入
場
受
付
締
切
）

・
式
典
時
間　

午
前
10
時
～
昼
12
時

※
途
中
退
場
不
可
。

▼
ど
こ
で　

山
形
県
総
合
運
動
公
園

総
合
体
育
館

▼
募
集
人
数　

７
０
０
名
程
度

▼
入
場
料　

無
料

▼
申
込
期
間　

６
月
２
日（
金
）ま
で

※
消
印
有
効

▼
申
込
方
法　

次
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
１
人
１
回
（
申
込
人
数
は
４
名

ま
で
）

①
は
が
き　

　

一
般
観
覧
者
募
集
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　

付
属
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

　

記
入
の
う
え
郵
送
す
る
。

②
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム

　

「
や
ま
が
た
e
申
請
」
の
「
申
込

　

フ
ォ
ー
ム
」
に
必
要
事
項
を
入
力

　

し
送
信
す
る
か
、
申
込
用
紙
（
Ｐ

　

Ｄ
Ｆ
形
式
）
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
・

　

印
刷
し
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う

　

え
封
筒
に
入
れ
、
山
形
県
実
行
委

　

員
会
事
務
局
あ
て
に
郵
送
す
る
。

▼
そ
の
他　

募
集
人
数
を
上
回
る
申

込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
、

当
選
者
に
は
６
月
20
日
（
火
）
ま
で

往
復
は
が
き
に
よ
り
通
知
し
ま
す
。

そ
の
後
、
当
選
者
の
う
ち
返
信
は
が

き
に
よ
り
来
場
の
意
思
が
確
認
で
き

た
方
に
、
入
場
用
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
を
発

送
し
ま
す
。

催
　
し

募
　
集

や
ま
が
た
森
の
感
謝
祭
２
０
１
７

▼
い
つ　

６
月
３
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

尾
花
沢
市　

徳
良
湖
畔

こ
ど
も
広
場

▼
内
容

①
森
づ
く
り
活
動
（
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ

　

敷
き
、
下
草
刈
り
）

②
森
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
（
竹
ポ
ッ
ト

　

で
苗
づ
く
り
を
し
ま
す
）

③
体
験
・
物
販
コ
ー
ナ
ー
（
木
工
教

　

室
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
、
特
産

　

品
の
販
売
な
ど
）

④
森
の
抽
選
会
（
お
子
さ
ん
対
象
の

　

抽
選
会
、
う
れ
し
い
景
品
が
い
っ

　

ぱ
い
あ
り
ま
す
）

▼
参
加
料　

無
料

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
が
、

①
森
づ
く
り
活
動
に
つ
い
て
は
事
前

の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

や
ま
が
た
森
の
感
謝
祭
実
行
委
員
会

（
山
形
県
村
山
総
合
支
庁
森
林
整
備
課
）

☎
０
２
３

－

６
２
１

－

８
１
５
６　

　

白
鷹
町
民
登
山

　

残
雪
と
新
緑
の
葉
山
へ
登
ろ
う

▼
い
つ　

５
月
28
日
（
日
）

　

午
前
８
時
集
合
（
悪
天
候
中
止
）

▼
集
合
場
所　

上
ノ
台
公
園
（
横
田

尻
）

▼
持
ち
物　
　

昼
食
、
雨
具
、
飲
料

水
、
防
寒
具
（
必
携
）
登
山
の
で
き

る
装
備
、
服
装
で

▼
参
加
料　

５
０
０
円
（
写
真
・
保

険
料
）

▼
申
込
締
切　

５
月
23
日
（
火
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
山
岳
会
事
務
局

伊
藤　

☎
85

－

４
２
７
６

舩
山　

☎
85

－

０
１
７
７

　

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　

総
合
開
会
式
一
般
観
覧
者
募
集

▼
い
つ　

７
月
28
日
（
金
）

  nformation
　　　　　インフォメーション

情報アラカルト

　白鷹町役場　☎８５- ２１１１

　町では、白鷹町第２次環境基本計画及びエネル
ギー計画に基づき、再生可能エネルギーの普及推
進を図るため、個人住宅への太陽光発電設備・木
質バイオマス燃焼機器（ペレットストーブ及び薪
ストーブ）の導入を支援します。　
●補助金額　
・太陽光発電設備（※家庭用10kw未満対象）　
　発電出力１kw あたり 25,000円
・木質バイオマス燃焼機器

　機器導入費用の１／２
●交付対象者　町内に住所を有し、かつ自ら居住
　する住宅（予定を含む）を対象として県の平成

　29年度再生可能エネルギー設備導入事業費補
　助金の申込が受理決定された方（県内施工業者
　が設置する工事が対象）。また、町税等の滞納
　がない方。
●申請期限　平成30年２月28日（水）必着
●募集件数　先着順で予算の範囲内
●他補助金との併用　住宅リフォーム総合支援事
　業との併用はできません。詳しい内容や申請方
　法はお問い合わせください。

【問い合わせ】
町民課くらし環境係　☎85-6131

【再生可能エネルギー推進事業】

住宅用太陽光発電設備・木質バイオマス燃焼機器（ペレットストーブ及び薪ストーブ）

の導入を支援します　
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平
成
29
年
度
の
試
験
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
の
で
、
国
の
財
政
を

支
え
る
税
務
職
員
に
、
あ
な
た
も
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
受
験
資
格

①
高
校
卒
業
見
込
み
の
者
及
び
高
校

　

卒
業
後
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い

　

者
②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と
同
等

　

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

▼
受
付
期
間　

６
月
19
日
（
月
）
〜

28
日
（
水
）

▼
申
込
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申

込
み
と
し
ま
す
。
な
お
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
申
し
込
め
な
い
場
合
は
、

受
験
申
込
受
付
期
間
前
に
仙
台
国
税

局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係
ま
た
は

人
事
院
東
北
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

▼
第
１
次
試
験
日　

９
月
３
日（
日
）

■
問
い
合
わ
せ　

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修

係
☎
０
２
２

－

２
６
３

－

１
１
１
１

（
内
線
３
２
３
６
）

人
事
院
東
北
事
務
局　

☎
０
２
２

－

２
２
１

－

２
０
２
２

　
　

ひ
き
こ
も
り
、
不
登
校
で

　
　

悩
ん
で
い
る
方
々
へ

　

ご
家
族
、
友
人
、
知
人
、
も
ち
ろ

ん
本
人
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
誰
に
も

相
談
で
き
ず
に
一
人
悩
ん
で
い
る
方
、

ひ
き
こ
も
り
や
不
登
校
で
悩
ん
で
い

る
方
。
年
齢
も
一
切
問
い
ま
せ
ん
。

ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
構
い
ま
せ

ん
の
で
、
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
優　

相
談
会
》

▼
い
つ　

５
月
20
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

▼
ど
こ
で　

白
鷹
町
中
央
公
民
館
３

階
和
室

▼
内
容　

専
門
の
相
談
員
が
無
料
で

学
校
の
こ
と
や
就
労
の
こ
と
に
つ
い

て
の
相
談
に
対
応
し
ま
す
。
ご
家
族

か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｗ
ｉ

ｔ
ｈ
優　

安
達　

☎
０
２
３
８

－

33

－

９
１
３
７

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

平
成
29
年
度
全
国

高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
山
形
県
実

行
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
３

－

６
３
０

－

３
４
１
４　

　

イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
（
森
の
案

　

内
人
）
養
成
講
座
受
講
者
募
集

　
▼
い
つ　

６
月
24
日
（
土
）
〜
25
日

（
日
）
の
２
日
間　

※
宿
泊
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
ど
こ
で　

山
形
県
源
流
の
森
セ
ン

タ
ー
（
飯
豊
町
大
字
須
郷
地
内　

白

川
ダ
ム
上
流
）

▼
募
集
対
象　

高
校
生
以
上
の
方
で

森
づ
く
り
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
興
味
が
あ
る
方
（
森
へ
関
心
・

興
味
の
あ
る
方
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と

し
て
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。）

▼
定
員　

25
名
程
度
（
先
着
順
）　

▼
受
講
内
容　

源
流
の
森
・
地
域
を

知
る
／
自
然
を
知
る
講
座
／
案
内
人

に
求
め
ら
れ
る
安
全
研
修
／
イ
ン
タ

ー
プ
リ
タ
ー
の
活
動
を
知
る
／
森
林

を
め
ぐ
る
講
座
／
自
然
を
楽
し
む
講

座▼
受
講
料   

無
料
（
だ
た
し
、
昼
食

は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

☆
２
日
間
の
研
修
を
終
了
し
た
方
で
、

ご
希
望
の
方
に
は
「
イ
ン
タ
ー
プ
リ

タ
ー
（
森
の
案
内
人
）」
と
し
て
登

録
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
後

お
し
ら
せ

日
、
県
よ
り
「
登
録
証
」
を
交
付
し

ま
す
。）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
形
県
置
賜
総
合
支
庁
森
林
整
備
課

森
づ
く
り
推
進
室

☎
０
２
３
８

－

35

－

９
０
５
３

ヨ
ガ
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か

　　

健
康
長
寿
の
手
助
け
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
自
分
の
ペ
ー
ス
で
体

を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
活
動
日　

毎
週
木
曜
日（
月
４
回
）

　

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

▼
活
動
場
所　

中
央
公
民
館　

い
こ

い
の
間

▼
会
費　

２
０
０
０
円
／
月

※
一
回
無
料
体
験
が
で
き
ま
す
。

▼
持
ち
物　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
バ

ス
タ
オ
ル
、
５
本
指
ソ
ッ
ク
ス

▼
服
装　

動
き
や
す
い
服
装

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
ヨ
ガ
愛
好
会

代
表　

松
田　

☎
85

－

４
３
９
２

　　

元
気
ニ
コ
ニ
コ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

の
ご
案
内

《
深
山
観
音
散
策
コ
ー
ス
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
》

▼
い
つ　

５
月
21
日
（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
集
合

▼
集
合
場
所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

前
駐
車
場

▼
コ
ー
ス　

約
５
キ
ロ
コ
ー
ス

▼
持
ち
物　

飲
み
物
、
雨
具
等

■
問
い
合
わ
せ　

元
気
ニ
コ
ニ
コ
推

進
会　

平
吹

☎
０
８
０

－

５
２
２
１

－
０
９
４
２

こ
ぶ
し
の
家
「
施
設
開
放
日
」

　

今
年
度
も
、
こ
ぶ
し
の
家
で
は
施

設
開
放
（
体
験
・
見
学
）
日
を
設
け

ま
し
た
。

　

白
鷹
町
及
び
近
隣
地
域
の
在
宅
障

が
い
児
（
者
）
の
方
々
や
ご
家
族
に

開
放
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
ご
利
用
は
無
料
で
す
。

▼
い
つ　

毎
月
第
４
火
曜
日　

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▼
ど
こ
で　

こ
ぶ
し
の
家
（
白
鷹
町

鮎
貝
３
４
３
４
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

こ
ぶ
し
の
家　

佐
藤
・
竹
田　

☎
85

－

５
６
６
０

　

税
務
職
員
採
用
試
験
（
高
校

　

卒
業
程
度
）
の
お
知
ら
せ

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
税
務
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る
バ
イ

タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
税
務
職
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

広 

告
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※
基
本
的
に
は
予
約
優
先
で
相
談
に

対
応
し
ま
す
。

刈
込
・
剪
定
講
習
会
の
ご
案
内

　

刈
込
・
剪
定
作
業
に
つ
い
て
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
の
方
、
大

歓
迎
で
す
。

▼
い
つ　

６
月
６
日（
水
）・
７
日

（
木
）

　

午
前
９
時
半
〜
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

長
井
市
内

▼
内
容　

肥
料
等
の
講
話
及
び
実
技

講
習

▼
対
象　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
方

▼
参
加
料　

１
０
０
０
円（
資
料
代

等
）

▼
申
込
期
限　

５
月
29
日
（
月
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

公
益
社
団
法
人　

長
井
・
西
置
賜
地

域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
84

－

４
５
３
５

　

河
川
等
の
伐
採
木
を
無
償
で

　

提
供
し
ま
す

　

県
で
は
、
河
川
の
管
理
上
支
障
と

な
る
樹
木
を
伐
採
し
て
お
り
、
こ
の

支
障
木
を
薪
な
ど
に
利
用
す
る
一
般

の
方
に
無
償
提
供
し
ま
す
。
な
お
、

提
供
物
が
な
く
な
り
次
第
終
了
と
な

り
ま
す
。
事
前
の
申
し
込
み
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
細
は
、
市
役
所

（
役
場
）
に
設
置
し
た
チ
ラ
シ
、
ま

た
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
な
お
、
営
利
目
的
や
他
人

へ
の
転
売
等
を
目
的
と
す
る
場
合
は

提
供
で
き
ま
せ
ん
。

▼
提
供
期
間　

５
月
30
日
（
火
） 

〜 

５
月
31
日
（
水
）

▼
提
供
時
間　

午
前
9
時
〜
午
後
4

時▼
提
供
場
所　

置
賜
白
川
飯
豊
橋
下

流
東
側
の
河
川
敷
（
飯
豊
町
添
川
地

内
）

▼
対
象　

自
ら
積
込
み
運
搬
で
き
る

方▼
提
供
量　

一
人
あ
た
り
軽
ト
ラ
ッ

ク
１
台
程
度

▼
樹
種　

ニ
セ
ア
カ
シ
ヤ
・
ヤ
ナ
ギ   

等▼
申
込
方
法　

①
現
地
で
申
込
書
に

記
入
す
る
か
、
②
市
役
所
（
役
場
）

に
設
置
さ
れ
た
チ
ラ
シ
、
ま
た
は
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
た
申
込
書
に
記
入
し
、
当
日
持
参

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総
合
支
庁
西

置
賜
河
川
砂
防
課

☎
88

－
８
２
３
４

　

（
仮
称
）
道
の
駅
よ
ね
ざ
わ

　
　

農
産
物
等
直
売
所
説
明
会

　

平
成
30
年
春
オ
ー
プ
ン
予
定
の

「（
仮
称
）
道
の
駅
よ
ね
ざ
わ
」
内

農
産
物
等
直
売
所
へ
の
出
荷
に
関
す

る
事
前
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

道
の
駅
直
売
所
に
出
荷
し
て
み
た

い
方
、
興
味
が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

《
飯
豊
町
会
場
》

▼
い
つ　

５
月
17
日
（
水
）

　

午
後
７
時
〜

▼
ど
こ
で　

飯
豊
町
町
民
総
合
セ
ン

タ
ー　

あ
〜
す

《
高
畠
町
会
場
》

▼
い
つ　

５
月
23
日
（
火
）

　

午
後
７
時
〜

▼
ど
こ
で　

高
畠
町
中
央
公
民
館
大

会
議
室

広 

告看護師・准看護師・作業療法士・精神保健福祉士 募集

お問い合わせ：   川記念病院 人事担当までお電話ください 0238-87-8000

医 療 法 人 杏 山 会

川記念病院

小児科・内科・精神科

児童精神科・老年精神科

神経内科・リハビリテーション科

○ 川記念病院では、看護師さん、准看護師さん、
作業療法士さん、精神保健福祉士さんを募集しています

○ 准看護師の資格をお持ちの方で看護師を目指している方や
看護学校及び准看護師学校へ入学希望の方、
当病院の修学資金制度を利用してみませんか

　
　♡

６
月
の
開
催
日

　

６
月
14
日
（
水
）

♡
７
月
の
開
催
日

　

７
月
12
日
（
水
）

▼
時
間　

午
後
４
時
〜
８
時

▼
場
所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

１
階
相
談
室
及
び「K

`s space

」

（
山
口
・
喜
多
楼
隣
）

▼
相
談
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課

子
育
て
支
援
係

☎
86

－
０
２
１
２

《
婚
活
応
援
室
》

※
参
加
希
望
の
方
は
前
日
ま
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

米
沢
市
農
林
課
農
政
担
当

☎
０
２
３
８

－

22

－

５
１
１
１　

　

山
形
県
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン

　

タ
ー
「
出
張
相
談
会
」

▼
い
つ　

５
月
24
日
（
水
）、
７
月

26
日
（
水
）、
９
月
27
日
（
水
）

い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
４
時

▼
ど
こ
で　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
井

▼
相
談
内
容　

求
職
者
の
生
活
、
住

ま
い
、
就
職
活
動
な
ど
の
悩
み

▼
相
談
方
法　

面
談
に
よ
る
相
談

※
予
約
不
要
。
当
日
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▼
費
用　

相
談
無
料

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
求
職
者
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
０
０

－

８
０
０

－

７
８
６
７

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

総
務
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

６
月
１
日
〜
10
日
は
「
電
波
利
用

環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化
期
間
」
で

す
。
電
波
は
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
正

し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　

相
談
窓
口

☎
０
２
２

－

２
２
１

－

０
６
４
１
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▲活動のようす

● 

第
38
回

▼
い
　
つ
　
5
月
28
日（
日
）
午
後

　
1
時
30
分
開
始
（
12
時
45
分
受
付

　
開
始
）

▼
ど
こ
で
　
ホ
ー
ル

▼
出
　
演
　
荒
川
一
美
（
ア
コ
ー
デ

　
ィ
オ
ン
）、
飯
沢
道
子
（
司
会
）、

　
長
谷
川
悟
（
ギ
タ
ー
）
ほ
か

▼
会
　
費
　
5
0
0
円

　
　
　
　  

（
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
き
）

▼
定
　
員
　
80
人

　（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

▼
申
し
込
み
　
あ
ゆ
ー
む
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
み
ん
な
一
緒
に
歌
い
ま
し
ょ
う
。

vol.

92

● 
谷
口
よ
う
こ

　
　
　
深
山
和
紙
人
形
展

▼
い
　
つ
　
5
月 

23
日（
火
）〜
　

　
6
月
30
日（
金
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
7
時

▼
休
館
日
　
月
曜
日
（
月
曜
が
祝

　
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

▼
観
覧
料
　
一
般
個
人
５
０
０
円

　
大
学
生
・
高
校
生 

２
０
０
円

　
中
学
生
以
下 

無
料

▼
主
　
催
　
白
鷹
町
文
化
交
流
セ

　
ン
タ
ー

◀
陽
香
人
形  《
だ
だ
っ
こ
》  

53
㎝

　

山
形
県
総
合
美
術
展
入
賞 （
1
9
9
3
）

！

関
連

イ
ベ
ン
ト

﹇
両
日
と
も
﹈

▼
い
　
つ
　
午
後
２
時
開
始

▼
ど
こ
で
　
文
化
伝
承
室

▼
対
　
象
　
小
学
生
以
上

▼
持
ち
物
　
は
さ
み
、も
の
さ
し

▼
お
申
込
　
必
要
。あ
ゆ
ー
む
ま
で

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
締
　
切
　
5
月
31
日  （
水
）午
後

　
5
時（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

深
山
和
紙
に
よ
る

陽
香
人
形
づ
く
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

［TEL］  85-9071    　［FAX］  85- 9072
［E-mail］  shirataka@ayu-m.jp
［URL］  http://www.ayu-m.jp/

平成29年6月までの休館日
5/15（月）・22（月）・29（月）
6/5（月）・12（月）・19（月）・26（月）

開館時間

あゆーむ

午前９時～午後７時 ※夜間のご予約がある
場合は午後１０時まで（ギャラリーを除く）。

5
月
14
日（
日
）午
後
7
時
ま
で

▶『
子
守
り
』

▲『結びびな』

　
白
鷹
町
出
身
の
芸
術
家
谷
口
よ

う
こ
さ
ん
の
人
形
展
を
開
催
し
ま

す
。白
鷹
町
の
伝
統
文
化
、県
指
定

無
形
文
化
財
の
深
山
和
紙
に
よ
っ

て
生
み
出
さ
れ
る
作
品
は
、国
内

の
み
な
ら
ず
、海
外
で
も
高
く
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。陽
香
人
形
の

集
大
成
を
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

● 

北
海
道
歌
旅
座

　 

昭
和
の
う
た
コ
ン
サ
ー
ト

▼
い
　
つ
　
5
月
20
日（
火
）

　
　
　
　
　
午
後
2
時
開
演

　
　
　
　  （
午
後
1
時
30
分
開
場
）

▼
入
場
料
（
全
席
自
由
）

　
　
　
　
　
2
0
0
0
円

▼
チ
ケ
ッ
ト
　
あ
ゆ
ー
む
、中
央
公

　
民
館
ほ
か

▼
定
　
員
　
2
0
0
人

▼
主
　
催
　
白
鷹
町
文
化
交
流
セ

　
ン
タ
ー
、
北
海
道
歌
旅
座

▼
問
い
合
わ
せ
　
白
鷹
町
文
化
交
流

セ
ン
タ
ー
☎
85
―
9
0
7
1
、 

北
海

道
歌
旅
座
☎
0
1
1
―
6
2
3
―
6

6
8
0

北
海
道
歌
旅
座
の
メ
ン
バ
ー

　
J
U
N
C
O
（
歌
・
ピ
ア
ノ
・

作
詞
・
作
曲
）、
ザ
・
サ
ー
モ
ン
ズ

（
コ
ー
ラ
ス
・
伴
奏
・
踊
り
）

　
昨
年
、
あ
ゆ
ー
む
ホ
ー
ル
に
感

動
と
笑
い
を
届
け
て
く
れ
た
歌
の

旅
一
座
「
北
海
道
歌
旅
座
」。
圧
倒

的
な
歌
唱
力
で
会
場
の
度
肝
を
抜

い
た
J
U
N
C
O
さ
ん
と
、
素
敵

な
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
楽
し
い
ダ
ン
ス

を
披
露
し
て
く
れ
た
サ
ー
モ
ン
ズ

が
今
年
も
や
っ
て
き
ま
す
。
ニ
ッ

ポ
ン
が
輝
い
て
い
た
あ
の
頃
、
誰

も
が
口
ず
さ
ん
だ
昭
和
の
流
行
歌

を
、
皆
さ
ん
も
一
緒
に
歌
い
ま
し

ょ
う
、
踊
り
ま
し
ょ
う
。

▼
い
　
つ
　
　
通
年
（
月
2
回
）

▼
参
加
料
　
　
1
5
0
0
円
／
月

▼
募
集
期
間
　
定
員
（
約
10
名
）
に

　
達
し
次
第
締
切
。

▼
申
し
込
み
　
あ
ゆ
ー
む
ま
で

▼
対
象
学
年
　
小
学
2
〜
6
年
生

　
ア
ー
ト
キ
ッ
ズ
団
で
は
、
様
々

な
造
形
活
動
を
通
し
て
造
る
楽
し

さ
や
歓
び
を
体
験
し
、
創
造
性
を

団
員
募
集

豊
か
に
し
、
ま
た
仲
間
と
の 

連

携
や
友
情
を
育
む
こ
と
を
ね
ら
い

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。見
学
・

途
中
入
団
も
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

平
成
29
年
度
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【４月１日～４月30日 届出】

♥

藏

表紙の写真

　花は中輪、八重咲きで、緑黄色の花色をし

た桜「御衣黄桜」。古くから珍しい色の桜と

して知られており、町内の古典桜よりも 1～

2週間ほど遅れて開花します。

　ピンク色の桜に負けず劣らず、落ち着きの

ある上品な色を見せてくれる御衣黄桜。見ら

れなかったという方はぜひ来年ご覧くださ

い。（写真：蚕桑地区コミュニティセンター前）

　　 氏　名　　　　　 住 所

遠　藤　順　平　 　浅　立
奥　山　美　里 　　荒砥乙

片　山　眞　尊 　　高　玉

樋　口　美　華 　　深　山

五十嵐　　剛 　　　南陽市

　　間　優　希 　　畔　藤

鮎　貝　  伊　藤　周　次     68

浅　立　  鈴　木　敏　之      60

高　玉　  金　田　照　男      90

荒砥乙　  漆　山　健　　      83

箕和田　  小　口　武　司      96

荒砥甲　  　　地　し　げ      93

滝　野  　鈴　木　正　子      82

浅　立　  村　上　き　よ      98

山　口　  大　塚　葊　昭      75

山　口　  髙　木　房　子      99

畔　藤　  平　井　彰　一      87

鮎　貝　  樋　口　良　子 　81

広　野　  新　野　文　良      79

鮎　貝　  鈴　木　よしゑ      97

十　王　  海老名　素　子 　85

箕和田　  大　沼　房　子      81

横田尻　  土　屋　き　み 　88

高　玉　  木　口　眞　一 　93

浅　立　  平　吹　　要　 　85

山　口　  小　関　長　榮 　85

荒砥乙　  鎌　田　　務　 　82

お　く　や　み

ご結婚おめでとう

戸籍の窓に載せたい方は、届出のとき

に戸籍年金係にお申し出ください。

♥

♥

 住 所　　   　氏　名      年齢

●募集内容　町の特徴を表現した未発表の CM １作品
●参加資格　個人・団体を問いません。ただし、11 月 14 日（火）に
　山形市で開催される予定の審査会に出席できる個人・団体に限ります。
●応募方法　企画書（シナリオ、製作のスケジュールなどを簡潔にまと
　めたもの）を７月 14 日（金）まで提出してください。企画書の段階で、
　企画政策課情報係にて審査を行い、採用作品を決定します。
●作品製作期限　10 月６日（金）
●賞金　採用作品に５万円を贈呈
●その他
・ 著作権、個人情報保護法などに抵触しない作品に限ります。
・ 応募作品の著作権は、町に帰属させていただきます。
・ 審査は撮影・編集技術よりも、魅力ある
　地域情報であることを優先します。
・ 採用作品は、第 18 回山形ふるさと CM
　大賞に出品させていただきます。

【応募・問い合わせ】企画政策課情報係　☎ 85-6121

第 18 回「山形ふるさと CM 大賞」
出品作品大募集

観光・物産・伝統・人物・歴史・自然・移住など、白鷹
町の魅力を 15 秒間で PR する CM 作品を募集します。

白鷹町の魅力を映像にして伝えてみませんか？

どしどし

ご応募くだ
さい！
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編
集
と
発
行
／
白
鷹
町
企
画
政
策
課

▼
４
月
は
風
の
強
い
日
が
多
く
、

時
折〝
暴
風
〞が
吹
き
荒
れ
る
日
も

あ
り
ま
し
た
。
倒
壊
し
た
高
玉
芝

居
の
ス
テ
ー
ジ
を
実
際
に
目
の
当

た
り
に
し
た
と
き
は
、
正
直
「
今

年
は
中
止
か
な
」
と
思
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
を
た
っ
た
の
２
日

で
修
復
。
児
玉
座
長
や
有
志
の
皆

さ
ん
の
、
ど
ん
な
強
風
に
も
折
れ

な
い
気
持
ち
の
強
さ
に
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。

▼
白
鷹
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

が
６
人
に
な
り
ま
し
た
。
皆
そ
れ

ぞ
れ
に
個
性
や
考
え
、
そ
し
て
外

か
ら
の
視
点
を
持
っ
て
お
り
、
私

自
身
い
ろ
い
ろ
と
気
づ
か
さ
れ
る

こ
と
も
多
い
で
す
。
彼
ら
が
今
後
、

町
に
ど
ん
な〝
新
し
い
風
〞を
吹
き

込
ん
で
い
く
の
か
楽
し
み
で
す
ね
。

▼
山
形
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
。

今
年
も
長
井
西
置
賜
チ
ー
ム
の
選

手
と
し
て
走
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
い
つ
も
は
写
真
を
撮
る
側

の
私
で
す
が
、
こ
の
と
き
ば
か
り

は
撮
ら
れ
る
側
に
。
た
だ
し
、
個

人
的
に
良
い
走
り
が
で
き
な
か
っ

た
の
で
、
掲
載
は
控
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
…
…
。
応
援
し
て

く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年
こ
そ
は

広
報
誌
に
載
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま

た
一
年
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
　
　
　 

（
て
づ
か
）

★広報しらたかは再生紙を使用しています。

　

山
形
県
の
伝
統
工
芸
品
で
あ

り
、
紅
花
摘
み
や
山
菜
採
り
の
際

に
収
穫
物
を
入
れ
る
た
め
に
腰
に

下
げ
る
〝
は
け
ご
〞。「
も
と
も
と

手
芸
が
好
き
で
、
趣
味
の
延
長
で

作
り
始
め
た
ん
だ
よ
」
と
、
節
子

さ
ん
は
慣
れ
た
手
つ
き
で
は
け
ご

を
編
ん
で
い
き
ま
す
。

　

は
け
ご
の
作
り
方
は
、
朝
日
町

に
住
む
義
理
の
お
姉
さ
ん
か
ら
教

え
て
も
ら
っ
た
そ
う
で
、
商
品
と

し
て
売
り
始
め
た
の
は
昨
年
の
１

月
か
ら
。「
買
っ
て
、
使
っ
て
も
ら

え
る
と
や
っ
ぱ
り
う
れ
し
い
ね
。

で
も
、
丈
夫
で
壊
れ
な
い
か
ら
あ

ん
ま
り
売
れ
な
い
ん
だ
よ
」
と
冗

談
交
じ
り
に
笑
い
ま
す
。

　

制
作
に
あ
た
っ
て
は
、「
選
ぶ
人

の
こ
と
を
考
え
て
、
な
る
べ
く
た

く
さ
ん
の
種
類
を
作
る
よ
う
に
し

て
い
る
」
と
話
し
ま
す
。
今
で

は
、
は
け
ご
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
か

ご
や
バ
ッ
ク
な
ど
も
作
っ
て
い

て
、
自
宅
の
側
に
あ
る
「
気
晴
ら

し
の
池
（
写
真
❶
）」
を
訪
れ
る

人
た
ち
に
も
好
評
で
す
。

　

「
去
年
は
池
を
見
に
来
た
外
国

人
の
方
に
も
バ
ッ
ク
を
購
入
し
て

も
ら
っ
た
ん
だ
け
ど
、
そ
の
人
と

は
今
で
も
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い

る
よ
」
と
笑
顔
で
教
え
て
く
れ
た

節
子
さ
ん
。「
人
と
の
縁
は
ど
こ
に

あ
る
か
わ
か
ら
な
い
。
は
け
ご
を

編
む
こ
と
で
、
い
ろ
ん
な
人
た
ち

と
の
つ
な
が
り
を
築
い
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
ね
」。

「
好
き
な
手
仕
事
が
人
を
つ
な
ぐ
」

❶自宅の休耕田を利用した「気晴らしの池」。５月下旬か
ら一面にきれいなスイレンの花が咲き始める　❷玄関先
に並ぶ色とりどりの品々。池を訪れた人にお茶を出しな

がら紹介している　❸「できないと思わないでやってみ
てほしい。慣れれば楽しいよ」と節子さん

地
域
お
こ
し
協
力
隊

小
野
寺
太
樹
さ
ん

「はけごとかご作り」
　　今野 節子さん（針生・68歳）

しらたかの鉄人！達人！　
　 　

地域おこし協力隊が見っけだ

連 載 企 画

今年から新たにクラフトバン

ドのカバン作りに挑戦したり

と、会うたびに新たなものを

作っている今野さん。そのバ

イタリティー（活力）に驚か

されます。好きなことに夢中

になれるものがある人はやは

り素敵です。これぞ「好きこ

そ物の上手なれ」ですね。

❷

❸

❶
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